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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を備える画素部を複数有する表示部と、
　前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部から入力された映像信号に対応する輝度
信号を供給する駆動回路と、
　前記駆動回路に前記輝度信号を供給して前記表示部に含まれる各画素部への前記輝度信
号の供給制御を行う表示制御部であって、所定の画素部に含まれる発光素子の劣化を検出
するための所定の検出用輝度信号を前記駆動回路に供給する表示制御部と、を具備し、
　前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部の周辺
画素部に分割し、前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値に前記分割された
輝度値を加減算し、算出された輝度値に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給する
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記周辺
画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値との合計が、前記所定の検出用輝度信号が示
す輝度値と、前記分割された輝度値が加減算された前記周辺画素部に対応する輝度信号が
示す輝度値との合計に略等しくなるように、前記所定の検出用輝度信号と前記所定の画素
部に対応する前記映像信号との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部の周辺画素
部に分割する
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　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記周辺画素部は、前記所定の画素部の水平方向、垂直方向、又は水平方向及び垂直方
向周辺に配置された画素部である
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を、前記分散される周辺画素部の合計数で除し
、この除して得られた値を、前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値に加減
算して、前記周辺画素部に対応する輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、
　前記有機ＥＬ表示装置が電源の投入を検出したとき、前記表示部に含まれる所定の画素
部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、
　一定時間を経過する毎に、前記表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検
出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、
　前記表示部に含まれる画素部の劣化を検出する劣化検出動作の指示を受けたとき、前記
表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、
　前記映像信号の中に特定の映像信号を検出したときに、前記表示部に含まれる所定の画
素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項９】
　発光素子を備える画素部を複数有する表示部と、
　前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部から入力された映像信号に対応する輝度
信号を供給する駆動回路と、
　前記駆動回路に前記輝度信号を供給して前記表示部に含まれる各画素部への前記輝度信
号の供給制御を行う表示制御部であって、所定の画素部に含まれる発光素子の劣化を検出
するための所定の検出用輝度信号を供給する表示制御部と、を具備し、
　前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部におい
て再生時間軸上後続して供給される前記映像信号に分割し、前記所定の画素部において再
生時間軸上後続して供給される前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減
算し、算出された輝度値に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給する
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　前記表示制御部は、さらに、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と
前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素
部の周辺画素部に供給される前記映像信号であって前記周辺画素部において再生時間軸上
後続して供給される映像信号に分割し、前記周辺画素部において再生時間軸上後続して供
給される前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算し、算出された輝度
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値による輝度信号を前記周辺画素部に対して供給する
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記周辺
画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値との合計と、前記所定の検出用輝度信号が示
す輝度値と、再生時間軸上後続して供給される前記映像信号であって前記分割された輝度
値が加減算された前記所定の画素部及び前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝
度値との合計とが、略等しくなるように、前記所定の検出用輝度信号と前記所定の画素部
に対応する前記映像信号との輝度差を、前記所定の画素部及び前記周辺画素部において再
生時間軸上後続して供給される前記映像信号に分割する
　ことを特徴とする請求項１０に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】
　前記周辺画素部は、前記所定の画素部の水平方向、垂直方向、又は水平方向及び垂直方
向周辺に配置された画素部である
　ことを特徴とする請求項１０に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１３】
　前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を、前記所定の画素部及び前記分散される周辺
画素部の合計数で除し、この除された値を、前記所定の画素部及び前記周辺画素部におい
て再生時間軸上後続して供給される前記映像信号が示す輝度値に加減算して、算出された
輝度値による輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項１０に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１４】
　前記表示制御部は、
　前記有機ＥＬ表示装置が電源の投入を検出したとき、前記表示部に含まれる所定の画素
部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１５】
　前記表示制御部は、
　一定時間を経過する毎に、前記表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検
出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１６】
　前記表示制御部は、
　前記表示部に含まれる画素部の劣化を検出する劣化検出動作の指示を受けたとき、前記
表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１７】
　前記表示制御部は、
　前記映像信号の中に特定の映像信号を検出したときに、前記表示部に含まれる所定の画
素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給する
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１８】
　発光素子を備える画素部を複数有する表示部と、前記表示部に含まれる各画素部に対し
て、外部から入力された映像信号に対応する輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回
路に前記輝度信号を供給して前記表示部に含まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御
を行う表示制御部であって所定の画素部に含まれる発光素子の劣化を検出するための所定
の検出用輝度信号を前記駆動回路に供給する表示制御部とを具備する有機ＥＬ表示装置の
制御方法であって、
　前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定の検出用輝度信号が



(4) JP 5302915 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を求めるステップと、
　前記求められた輝度値を前記所定の画素部の周辺画素部に分割し、前記周辺画素部に対
応する前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算し、算出された輝度値
に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給するステップと
　を含むことを特徴とする制御方法。
【請求項１９】
　発光素子を備える画素部を複数有する表示部と、前記表示部に含まれる各画素部に対し
て、外部から入力された映像信号に対応する輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回
路に前記輝度信号を供給して前記表示部に含まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御
を行う表示制御部であって所定の画素部に含まれる発光素子の劣化を検出するための所定
の検出用輝度信号を前記駆動回路に供給する表示制御部とを具備する有機ＥＬ表示装置の
制御方法であって、
　前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定の検出用輝度信号が
示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を求めるステップと、
　前記求められた輝度値を、前記所定の画素部において再生時間軸上後続して供給される
前記映像信号に分割し、前記所定の画素部において再生時間軸上後続して供給される前記
映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算し、算出された輝度値に応じた輝
度信号を前記駆動回路に供給するステップと
　を含むことを特徴とする制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ素子を用いた画像表示装置の駆動技術に関し、特に、長期の使用に
よって発光特性が劣化する有機ＥＬ素子などにおいて、その発光素子の劣化の程度を検出
し、その輝度値を補正する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電流駆動型の発光素子を用いた画像表示装置として、有機ＥＬ素子（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を用いた画像表示装置（有機Ｅ
Ｌディスプレイ）が知られている。この有機ＥＬディスプレイは、視野角特性が良好で、
消費電力が少ないという利点を有するため、次世代のＦＰＤ（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）候補として注目されている。
【０００３】
　ところが、有機ＥＬ素子などの自発光型素子を用いた表示装置では、長期の使用によっ
て発光素子の発光特性が劣化するために、表示輝度が低下する。特に、このような発光素
子を配列してなる表示装置においては、それぞれの発光素子の劣化は、各発光素子の発光
履歴によってばらつくため、表示輝度が低下するだけでなく、表示画面にムラが生じる（
特許文献１）。
【０００４】
　このような問題を解決するために、有機ＥＬ素子の電圧を検出して、その劣化の度合い
を知り、有機ＥＬ素子の劣化の度合いに応じて、その輝度値を補正することが考えられる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】日本国特開２００３－１７３８６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、有機ＥＬ素子の劣化度合いを検出するために、本来表示すべき映像に基
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づく輝度に代えて、劣化検出のために定められた検出用輝度により当該有機ＥＬ素子を発
光させるので、当該有機ＥＬ素子による発光が他の周辺の有機ＥＬ素子による発光に比し
て目立ち、利用者にとっては、違和感が生じるという課題がある。
　このような課題を解決するため、本発明は、本来表示すべき映像に基づく輝度ではなく
、劣化検出のための検出用輝度により発光された場合であっても、当該有機ＥＬ素子によ
る発光が他の周辺の有機ＥＬ素子による発光に比して目立つことなく、利用者にとって、
違和感が生じにくい有機ＥＬ表示装置及び制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の一実施態様である有機ＥＬ表示装置は、発光素子
を備える画素部を複数有する表示部と、前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部か
ら入力された映像信号に対応する輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回路に前記輝
度信号を供給して前記表示部に含まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御を行う表示
制御部であって、所定の画素部に含まれる発光素子の劣化を検出するための所定の検出用
輝度信号を前記駆動回路に供給する表示制御部と、を具備し、前記表示制御部は、前記所
定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定の検出用輝度信号が示す輝度
値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部の周辺画素部に分割し、前記周辺画
素部に対応する前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算し、算出され
た輝度値に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この実施態様によると、前記所定の画素部に対応する映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部の周辺
画素部に分散するので、所定の画素部による発光を周辺画素部による発光と比較して目立
つことがないようにできるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】画像表示システム１を構成する有機ＥＬ表示装置２及び録画再生装置３を表示す
る斜視図である。
【図２】有機ＥＬ表示装置２の構成を示すブロック図である。
【図３】表示部１１０の有する画素部１１１ａの回路構成、及び、画素部１１１ａ、走査
線駆動回路１０９、データ線駆動回路１０８、マルチプレクサ１０６及び電圧検出回路１
０７の接続方法を示すブロック図である。
【図４】データ線駆動回路１０８によりデータ線１２３に信号電圧が出力される場合にお
ける画素部１１１ａの動作を示す回路動作図である。
【図５】走査線駆動回路１０９により走査線１２１の電圧レベルがＯＮにされ、スイッチ
ングトランジスタ１２６が導通状態になった場合に、駆動トランジスタ１２５及び容量素
子１２９に信号電圧が供給されるときにおける画素部１１１ａの動作を示す回路動作図で
ある。
【図６】走査線駆動回路１０９により走査線１２１の電圧レベルがＯＦＦにされ、スイッ
チングトランジスタ１２６が非導通状態になった後、駆動トランジスタ１２５により、容
量素子１２９に保持された電圧に対応する電流が有機ＥＬ素子１２８に継続して流れる場
合における画素部１１１ａの動作を示す回路動作図である。
【図７】走査線駆動回路１０９により検査線１２２の電圧レベルがＯＮにされ、検査トラ
ンジスタ１２７が導通状態となった場合、電圧検出回路１０７により有機ＥＬ素子１２８
のアノード電圧を検出するときにおける画素部１１１ａの動作を示す回路動作図である。
【図８】有機ＥＬ素子の劣化測定の動作を示すフローチャートである。
【図９】有機ＥＬ素子の電流－電圧特性を示す。
【図１０】劣化特性テーブル７１１のデータ構造の一例を示す。
【図１１】走査線１２１、スイッチングトランジスタ１２６、データ線１２３、駆動トラ
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ンジスタ１２５、有機ＥＬ素子１２８、検査線１２２及び検査トランジスタ１２７の、時
間の経過に伴う動作状態の変化を示すタイムチャートである。
【図１２】映像信号Ｉｎ、分散信号及び駆動信号Ｏｕｔを示す図である。
【図１３】フレーム画像の水平ライン上の周辺画素３０１、対象画素３０２及び周辺画素
３０３に対する駆動信号を示す。
【図１４】有機ＥＬ表示装置２の全体の動作を示すフローチャートである。
【図１５】表示制御部１０４による補正駆動処理を示すフローチャートである。
【図１６】画素３１１、３１２及び３１３が水平方向に連続して配置され、画素３１１に
対応する有機ＥＬ素子が劣化検出対象である場合において、各画素に対する駆動信号を示
す。
【図１７】図１６に示す各画素において、駆動信号の生成の手順を示すフローチャートで
ある。
【図１８】画素３２１、３２２及び３２３が水平方向に連続して配置され、画素３２３に
対応する有機ＥＬ素子が劣化検出対象である場合において、各画素に対する駆動信号を示
す。
【図１９】図１８に示す各画素において、駆動信号の生成の手順を示すフローチャートで
ある。
【図２０】画素３３１、３３２、３３３、３３４及び３３５が水平方向に連続して配置さ
れ、画素３３３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象である場合において、各画素に
対する駆動信号を示す。
【図２１】垂直ラインにおいて、画素３４１、３４２及び３４３が垂直方向に連続して配
置され、画素３４２に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象である場合における駆動信
号を示す。
【図２２】表示制御部１０４による補正駆動処理の前段階の動作を主として示すフローチ
ャートである。
【図２３】表示制御部１０４によるＶＳＹＮＣイベントの発行待ち時の状態遷移図である
。
【図２４】表示制御部１０４によるＨＳＹＮＣイベントの発行待ち時の状態遷移図である
。
【図２５】表示制御部１０４によるＤｏｔＣｌｏｃｋイベントの発行待ち時の状態遷移図
である。
【図２６】垂直ラインにおいて、画素６７１、６７２及び６７３が垂直方向に連続して配
置され、画素６７１に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象である場合における駆動信
号を示す。
【図２７】垂直ラインにおいて、画素６７５、６７６及び６７７が垂直方向に連続して配
置され、画素６７７に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象である場合における駆動信
号を示す。
【図２８】垂直ラインにおいて、画素６８１、６８２、６８３、６８４及び６８５が垂直
方向に連続して配置され、画素６８３に対応する有機ＥＬ素子が劣化検出対象である場合
における駆動信号を示す。
【図２９】画素３５１～３５５が十字形に配置され、画素３５３に対応する有機ＥＬ素子
が、劣化検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３０】表示制御部１０４によるＤｏｔＣｌｏｃｋイベントの発行待ち時の状態遷移図
である。
【図３１】画素３６１～３６９が行列状に配置され、画素３６５に対応する有機ＥＬ素子
が、劣化検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３２】画素５０１～５０３が配置され、画素５０１に対応する有機ＥＬ素子か、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３３】画素５２１～５２３が配置され、画素５２２に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
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【図３４】画素５４１～５４３が配置され、画素５４２に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３５】画素５６１～５６３が配置され、画素５６３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３６】画素５１１～５１６が配置され、画素５１１に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３７】画素５３１～５３６が配置され、画素５３３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３８】画素５５１～５５６が配置され、画素５５４に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図３９】画素５７１～５７６が配置され、画素５７６に対応する有機ＥＬ素子が、劣化
検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図４０】画素３７１～３７５が再生時間軸方向に配置された場合における駆動信号を示
す。
【図４１】表示制御部１０４による補正駆動処理の前段階の動作を主として示すフローチ
ャートである。
【図４２】表示制御部１０４によるＶＳＹＮＣイベントの発行待ち時の状態遷移図である
。
【図４３】表示制御部１０４によるＨＳＹＮＣイベントの発行待ち時の状態遷移図である
。
【図４４】表示制御部１０４によるＤｏｔＣｌｏｃｋイベントの発行待ち時の状態遷移図
である。
【図４５】画素３７１ａ～３７５ａが再生時間軸方向に配置された場合における駆動信号
を示す。
【図４６】再生時間軸に従って再生されるべき第１フレーム画像内の各画素についての駆
動信号を示す。
【図４７】再生時間軸に従って再生されるべき第２フレーム画像内の各画素についての駆
動信号を示す。
【図４８】再生時間軸に従って再生されるべき第３フレーム画像内の各画素についての駆
動信号を示す。
【図４９】水平ライン方向に、画素６０１～６０６が配置され、画素６０３及び６０４に
対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象である場合における駆動信号を示す。
【図５０】水平ライン方向に、画素６２１～６２７が配置され、画素６２３及び６２５に
対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象である場合における駆動信号を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　請求項１に記載の態様である有機ＥＬ表示装置は、発光素子を備える画素部を複数有す
る表示部と、前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部から入力された映像信号に対
応する輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回路に前記輝度信号を供給して前記表示
部に含まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御を行う表示制御部であって、所定の画
素部に含まれる発光素子の劣化を検出するための所定の検出用輝度信号を前記駆動回路に
供給する表示制御部と、を具備し、前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記
映像信号が示す輝度値と前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝
度値を、前記所定の画素部の周辺画素部に分割し、前記周辺画素部に対応する前記映像信
号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算し、算出された輝度値に応じた輝度信号
を前記駆動回路に供給することを特徴とする。
【００１１】
　ここで、前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と
前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値との合計が、前記所定の検出用輝度
信号が示す輝度値と、前記分割された輝度値が加減算された前記周辺画素部に対応する輝
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度信号が示す輝度値との合計に略等しくなるように、前記所定の検出用輝度信号と前記所
定の画素部に対応する前記映像信号との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部の
周辺画素部に分割するとしてもよい。
【００１２】
　この態様によると、分散処理の前後を通じて合計輝度値が変わらず、所定の画素部によ
る発光が周辺画素部による発光と比較して目立つことはない。
　ここで、前記周辺画素部は、前記所定の画素部の水平方向、垂直方向、又は水平方向及
び垂直方向周辺に配置された画素部であるとしてもよい。
　ここで、前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と
前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を、前記分散される周辺画素部の合計
数で除し、この除して得られた値を、前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝度
値に加減算して、前記周辺画素部に対応する輝度信号を供給するとしてもよい。
【００１３】
　この態様によると、前記輝度差を相殺する前記輝度値を、周辺画素部に均等に分散する
ことができ、所定の画素部による発光が周辺画素部による発光と比較して目立つことがな
い。
　ここで、前記表示制御部は、前記有機ＥＬ表示装置が電源の投入を検出したとき、前記
表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給するとしても
よい。
【００１４】
　ここで、前記表示制御部は、一定時間を経過する毎に、前記表示部に含まれる所定の画
素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給するとしてもよい。
　ここで、前記表示制御部は、前記表示部に含まれる画素部の劣化を検出する劣化検出動
作の指示を受けたとき、前記表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用
輝度信号を供給するとしてもよい。
【００１５】
　ここで、前記表示制御部は、前記映像信号の中に特定の映像信号を検出したときに、前
記表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給するとして
もよい。
　請求項９に記載の態様である有機ＥＬ表示装置は、発光素子を備える画素部を複数有す
る表示部と、前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部から入力された映像信号に対
応する輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回路に前記輝度信号を供給して前記表示
部に含まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御を行う表示制御部であって、所定の画
素部に含まれる発光素子の劣化を検出するための所定の検出用輝度信号を供給する表示制
御部と、を具備し、前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す
輝度値と前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所
定の画素部において再生時間軸上後続して供給される前記映像信号に分割し、前記所定の
画素部において再生時間軸上後続して供給される前記映像信号が示す輝度値に前記分割さ
れた輝度値を加減算し、算出された輝度値に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給するこ
とを特徴とする。
【００１６】
　この態様によると、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部におい
て再生時間軸上後続して供給される前記映像信号に分散するので、再生時間軸上において
、所定の画素部による発光を目立つことがないようにできるという効果がある。
　ここで、前記表示制御部は、さらに、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す
輝度値と前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所
定の画素部の周辺画素部に供給される前記映像信号であって前記周辺画素部において再生
時間軸上後続して供給される映像信号に分割し、前記周辺画素部において再生時間軸上後
続して供給される前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算し、算出さ
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れた輝度値による輝度信号を前記周辺画素部に対して供給するとしてもよい。
【００１７】
　この態様によると、前記輝度差を相殺する前記輝度値を、前記所定の画素部の周辺画素
部に供給される前記映像信号であって前記周辺画素部において再生時間軸上後続して供給
される前記映像信号に分散するので、再生時間軸上において、所定の画素部による発光を
周辺画素部による発光と比較してを目立つことがないようにできるという効果がある。
　ここで、前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と
前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値との合計と、前記所定の検出用輝度
信号が示す輝度値と、再生時間軸上後続して供給される前記映像信号であって前記分割さ
れた輝度値が加減算された前記所定の画素部及び前記周辺画素部に対応する前記映像信号
が示す輝度値との合計とが、略等しくなるように、前記所定の検出用輝度信号と前記所定
の画素部に対応する前記映像信号との輝度差を、前記所定の画素部及び前記周辺画素部に
おいて再生時間軸上後続して供給される前記映像信号に分割するとしてもよい。
【００１８】
　この態様によると、分散処理の前後を通じて合計輝度値が変わらず、所定の画素部によ
る発光が周辺画素部による発光と比較して目立つことはない。
　ここで、前記周辺画素部は、前記所定の画素部の水平方向、垂直方向、又は水平方向及
び垂直方向周辺に配置された画素部であるとしてもよい。
　ここで、前記表示制御部は、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と
前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を、前記所定の画素部及び前記分散さ
れる周辺画素部の合計数で除し、この除された値を、前記所定の画素部及び前記周辺画素
部において再生時間軸上後続して供給される前記映像信号が示す輝度値に加減算して、算
出された輝度値による輝度信号を供給するとしてもよい。
【００１９】
　この態様によると、前記輝度差を相殺する前記輝度値を、周辺画素部に均等に分散する
ことができ、所定の画素部による発光が周辺画素部による発光と比較して目立つことがな
い。
　ここで、前記表示制御部は、前記有機ＥＬ表示装置が電源の投入を検出したとき、前記
表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給するとしても
よい。
【００２０】
　ここで、前記表示制御部は、一定時間を経過する毎に、前記表示部に含まれる所定の画
素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給するとしてもよい。
　ここで、前記表示制御部は、前記表示部に含まれる画素部の劣化を検出する劣化検出動
作の指示を受けたとき、前記表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用
輝度信号を供給するとしてもよい。
【００２１】
　ここで、前記表示制御部は、前記映像信号の中に特定の映像信号を検出したときに、前
記表示部に含まれる所定の画素部に対して、前記所定の検出用輝度信号を供給するとして
もよい。
　請求項１８に記載の態様である制御方法は、発光素子を備える画素部を複数有する表示
部と、前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部から入力された映像信号に対応する
輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回路に前記輝度信号を供給して前記表示部に含
まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御を行う表示制御部であって所定の画素部に含
まれる発光素子の劣化を検出するための所定の検出用輝度信号を前記駆動回路に供給する
表示制御部とを具備する有機ＥＬ表示装置の制御方法であって、前記所定の画素部に対応
する前記映像信号が示す輝度値と前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相
殺する輝度値を求めるステップと、前記求められた輝度値を前記所定の画素部の周辺画素
部に分割し、前記周辺画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度
値を加減算し、算出された輝度値に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給するステップと
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を含むことを特徴とする。
【００２２】
　この態様によると、前記所定の画素部に対応する前記映像信号が示す輝度値と前記所定
の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部の周辺
画素部に分散するので、所定の画素部による発光を周辺画素部による発光と比較して目立
つことがないようにできるという効果がある。
　請求項１９に記載の態様である制御方法は、発光素子を備える画素部を複数有する表示
部と、前記表示部に含まれる各画素部に対して、外部から入力された映像信号に対応する
輝度信号を供給する駆動回路と、前記駆動回路に前記輝度信号を供給して前記表示部に含
まれる各画素部への前記輝度信号の供給制御を行う表示制御部であって所定の画素部に含
まれる発光素子の劣化を検出するための所定の検出用輝度信号を前記駆動回路に供給する
表示制御部とを具備する有機ＥＬ表示装置の制御方法であって、前記所定の画素部に対応
する前記映像信号が示す輝度値と前記所定の検出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相
殺する輝度値を求めるステップと、前記求められた輝度値を、前記所定の画素部において
再生時間軸上後続して供給される前記映像信号に分割し、前記所定の画素部において再生
時間軸上後続して供給される前記映像信号が示す輝度値に前記分割された輝度値を加減算
し、算出された輝度値に応じた輝度信号を前記駆動回路に供給するステップとを含むこと
を特徴とする。
【００２３】
　この態様によると、前記所定の画素部に対応する映像信号が示す輝度値と前記所定の検
出用輝度信号が示す輝度値との輝度差を相殺する輝度値を、前記所定の画素部において再
生時間軸上後続して供給される映像信号に分散するので、再生時間軸上において、所定の
画素部による発光を目立つことがないようにできるという効果がある。
１．実施の形態１
１．１　画像表示システム１
　本発明の１の実施の形態としての画像表示システム１について説明する。
（１）画像表示システム１の構成
　画像表示システム１は、図１に示すように、有機ＥＬ表示装置２及び録画再生装置３か
ら構成されている。録画再生装置３は、ＤＶＤ４に記録されている圧縮された映像データ
及び音声データを復号して映像信号及び音声信号を生成し、生成した映像信号及び音声信
号を有機ＥＬ表示装置２へ出力する。有機ＥＬ表示装置２は、録画再生装置３から映像信
号及び音声信号を受信し、受信した映像信号に基づいて映像を表示し、また受信した音声
信号に基づいて音声を出力する。なお、音声信号については、本発明の主題ではないので
、以降において説明を省略する。
【００２４】
　有機ＥＬ表示装置２は、図２に示すように、入出力部１０１、制御部１０２、フレーム
画像記憶部１０３、表示制御部１０４、マルチプレクサ１０６、電圧検出回路１０７、駆
動回路１１２、表示部１１０及び特性パラメタ記憶部１１１から構成されている。駆動回
路１１２は、データ線駆動回路１０８及び走査線駆動回路１０９を含む。
　入出力部１０１は、録画再生装置３に接続され、制御部１０２の制御により、録画再生
装置３から映像信号を受信し、受信した映像信号を、フレーム画像として、フレーム画像
記憶部１０３へ書き込む。
【００２５】
　フレーム画像記憶部１０３は、受信した映像信号を、フレーム画像として記憶するため
のメモリである。
　制御部１０２は、入出力部１０１、表示制御部１０４及びフレーム画像記憶部１０３の
動作を制御する。
　表示部１１０は、行方向にＭ個、列方向にＮ個、合計でＭ×Ｎ個の画素部１１１ａ、１
１１ｂ、１１１ｃ、・・・を、行列状に配して構成されている。また、表示部１１０は、
列方向に配されたＭ本のデータ線を介して、データ線駆動回路１０８と接続され、行方向
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に配されたＮ本の走査線及び行方向に配されたＮ本の検査線を介して、走査線駆動回路１
０９と接続されている。
【００２６】
　特性パラメタ記憶部１１１は、各画素部の特性パラメタを記憶している。特性パラメタ
として主要なものは、各画素部の輝度値―電圧特性と表示装置全体の画素部に共通する輝
度値―電圧特性である代表変換カーブとから求めるゲインとオフセットの組である。
　表示制御部１０４は、走査線駆動回路１０９、データ線駆動回路１０８、及び特性パラ
メタ記憶部１１１の制御を行う機能を有する。表示制御部１０４は、特性パラメタ記憶部
１１１に書き込まれた特性パラメタを読み出し、外部から入力された映像信号データを、
その特性パラメタに基づいて補正して、データ線駆動回路１０８へ出力する。具体的には
、表示制御部１０４は、制御部１０２の制御により、フレーム画像記憶部１０３からフレ
ーム画像を読み出し、読み出したフレーム画像の映像信号により、データ線駆動回路１０
８及び走査線駆動回路１０９を制御することにより、表示部１１０の各画素部が有する有
機ＥＬ素子を発光させる。また、表示制御部１０４は、表示部１１０の各画素部が有する
有機ＥＬ素子のうち、劣化検出対象の有機ＥＬ素子に対応する対象画素について、検査用
の補正輝度値（言い換えると、補正輝度信号）を取得し、また、劣化検出対象に係る有機
ＥＬ素子に対応する対象画素の空間的周辺（言い換えると、空間的近傍）、時間的周辺（
言い換えると、時間的近傍）、又は空間的周辺及び時間的周辺に存在する周辺画素（言い
換えると、近傍画素）について、周辺輝度値（言い換えると、近傍輝度値）を算出し、補
正輝度値及び周辺輝度値により、対象画素及び周辺画素に対応する有機ＥＬ素子を発光さ
せるように、データ線駆動回路１０８及び走査線駆動回路１０９を制御する。さらに、表
示制御部１０４は、マルチプレクサ１０６及び電圧検出回路１０７を介して、表示部１１
０の各画素部が有する有機ＥＬ素子のアノード電圧の電圧情報を受信し、受信した電圧情
報を記憶する。
【００２７】
　ここで、表示制御部１０４は、デジタル信号プロセッサ（Digital Signal Processor、
ＤＳＰ）及びプログラムを記憶しているメモリから構成され、ＤＳＰがメモリに記憶され
ているプログラムに従って動作することにより、機能する。
　データ線駆動回路１０８及び走査線駆動回路１０９は、表示制御部１０４の制御により
、表示部１１０の各画素部が有する有機ＥＬ素子の発光を制御する。
【００２８】
　マルチプレクサ１０６は、電圧検出回路１０７と、電圧検出回路１０７に接続されるデ
ータ線との導通及び非導通の切換えを行う。具体的には、マルチプレクサ１０６は、電圧
検出回路１０７に接続されるＭ本のデータ線のそれぞれについて、当該データ線と電圧検
出回路１０７とを導通させ、他のＭ－１本のデータ線と電圧検出回路１０７とを非導通と
する。
【００２９】
　電圧検出回路１０７は、マルチプレクサ１０６を介して、表示部１１０の各画素部が有
する有機ＥＬ素子のアノード電圧を検出し、検出したアノード電圧の電圧情報を表示制御
部１０４へ出力する。
（２）画素部１１１ａの回路構成
　表示部１１０の有する画素部１１１ａの回路構成について、また、画素部１１１ａ、走
査線駆動回路１０９、データ線駆動回路１０８、マルチプレクサ１０６及び電圧検出回路
１０７の接続について、図３を用いて説明する。
【００３０】
　この図に示すように、画素部１１１ａは、駆動トランジスタ１２５、スイッチングトラ
ンジスタ１２６、検査トランジスタ１２７、有機ＥＬ素子１２８、容量素子１２９、共通
電極１３０を備える。また、画素部１１１ａは、データ線１２３を介して、データ線駆動
回路１０８及びマルチプレクサ１０６に接続され、走査線１２１及び検査線１２２を介し
て、走査線駆動回路１０９に接続され、また、電源線１２４に接続されている。共通電極
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１３０は、通常は、接地され、電源線１２４は、定電圧Ｖｄｄである電源に接続されてい
る。
【００３１】
　なお、表示部１１０の有する他の画素部も、画素部１１１ａと同一の回路構成を有して
おり、走査線駆動回路１０９、データ線駆動回路１０８、マルチプレクサ１０６及び電圧
検出回路１０７に対して、同様に接続されているので、これらについての説明を省略する
。
　有機ＥＬ素子１２８は、発光素子として機能し、駆動トランジスタ１２５から与えられ
たソース－ドレイン間電流に応じた発光動作を行う。有機ＥＬ素子１２８の一方の端子で
あるアノード１２８ａは、駆動トランジスタ１２５に接続され、他方の端子であるカソー
ドは、共通電極１３０に接続されている。
【００３２】
　駆動トランジスタ１２５のゲートは、スイッチングトランジスタ１２６を介して、デー
タ線１２３に接続され、駆動トランジスタ１２５のソース及びドレインの一方が、電源線
１２４に接続され、駆動トランジスタ１２５のソース及びドレインの他方が有機ＥＬ素子
１２８のアノード１２８ａに接続されている。駆動トランジスタ１２５のゲートには、デ
ータ線駆動回路１０８から出力される信号電圧が、データ線１２３及びスイッチングトラ
ンジスタ１２６を介して、印加される。ゲートに印加された信号電圧に対応するソース－
ドレイン間電流が、有機ＥＬ素子１２８のアノード１２８ａを介して有機ＥＬ素子１２８
に流れる。
【００３３】
　スイッチングトランジスタ１２６のゲートは、走査線１２１に接続され、スイッチング
トランジスタ１２６のソース及びドレインの一方がデータ線１２３に接続され、スイッチ
ングトランジスタ１２６のソース及びドレインの他方が駆動トランジスタ１２５のゲート
に接続されている。走査線１２１の電圧レベルがＯＮとなることにより、スイッチングト
ランジスタ１２６が導通状態となり、データ線駆動回路１０８からの信号電圧が駆動トラ
ンジスタ１２５のゲートへ印加される。
【００３４】
　検査トランジスタ１２７のゲートは、検査線１２２に接続され、検査トランジスタ１２
７のソース及びドレインの一方が有機ＥＬ素子１２８のアノード１２８ａに接続され、検
査トランジスタ１２７のソース及びドレインの他方がデータ線１２３に接続されている。
検査線１２２の電圧レベルがＯＮとなることにより、検査トランジスタ１２７が導通状態
となり、有機ＥＬ素子１２８のアノード電圧が、データ線１２３及びマルチプレクサ１０
６を介して、電圧検出回路１０７により検出される。
【００３５】
　容量素子１２９の一方の端子は、駆動トランジスタ１２５のゲートに接続され、他方の
端子は、電源線１２４に接続されている。この容量素子１２９は、駆動トランジスタ１２
５のゲートに与えられた信号電圧を保持しているので、当該信号電圧に対応するソース－
ドレイン間電流が流れている間、データ線１２３、検査トランジスタ１２７及び電圧検出
回路１０７により、有機ＥＬ素子１２８のアノード電圧が検出される。
【００３６】
　走査線駆動回路１０９は、表示部１１０を構成するＭ×Ｎ個の画素部のうち、行方向に
配されたＭ個の画素部ずつ、列方向に所定の時間順序で選択する。言い換えると、走査線
駆動回路１０９は、第１行のＭ個の画素部を選択し、次に、第２行のＭ個の画素部を選択
し、次に、第３行のＭ個の画素部を選択する。以降、第Ｎ行に至るまで、各行のＭ個の画
素部の選択を繰り返す。ここで、走査線駆動回路１０９は、例えば、画素部１１１ａの選
択及び非選択を、画素部１１１ａのスイッチングトランジスタ１２６の導通及び非導通を
制御することにより行う。
【００３７】
　データ線駆動回路１０８は、列方向に配されたデータ線１２３を介して、表示部１１０
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の画素部１１１ａに信号電圧を出力し、画素部１１１ａの駆動トランジスタ１２５に流れ
る信号電流を決定する機能を有する。
（３）有機ＥＬ素子の劣化測定の動作
　１個の有機ＥＬ素子の劣化測定の動作について、図４～図８を用いて説明する。
【００３８】
　図４～図７は、それぞれ、画素部１１１ａの動作を示す回路動作図であり、図８は、有
機ＥＬ素子の劣化測定を行うときの動作を示すフローチャートである。有機ＥＬ素子の劣
化測定は、図８に示すように、劣化測定の調査対象である有機ＥＬ素子に調査電流を流し
（ステップＳ６０１）、調査対象の有機ＥＬ素子のアノード電圧を測定する（ステップＳ
６０２）。そして、調査対象の有機ＥＬ素子の劣化率を計算し（ステップＳ６０３）、計
算して得られた劣化率を後述する劣化特性テーブル７１１へ書き込む（ステップＳ６０４
）ことにより行う。
【００３９】
　次に、図８の各ステップについて詳細に説明する。
　（i）調査電流を流す（図８のステップＳ６０１）
　まず、データ線駆動回路１０８は、図４の経路１３１により、データ線１２３に信号電
圧を出力する。この信号電圧は、有機ＥＬ素子１２８の劣化測定のための調査電流に対応
する電圧である。次に、走査線駆動回路１０９は、図５の経路１３２により、走査線１２
１の電圧レベルをＯＮにし、スイッチングトランジスタ１２６が導通状態となる。これに
より、図５の経路１３３により、駆動トランジスタ１２５のゲートへ信号電圧が印加され
、容量素子１２９に信号電圧が供給される。
【００４０】
　次に、走査線駆動回路１０９は、走査線１２１の電圧レベルをＯＦＦとし、スイッチン
グトランジスタ１２６が非導通状態となる。これにより、駆動トランジスタ１２５のゲー
トへ信号電圧の印加が終了し、容量素子１２９への電荷の供給が終了する。次に、図６の
経路１３４により、容量素子１２９に保持された電圧が、駆動トランジスタ１２５のゲー
トへ印加され、駆動トランジスタ１２５は、図６の経路１３５により、容量素子１２９に
保持された電圧に対応する電流を有機ＥＬ素子１２８に継続して流す。この電流が有機Ｅ
Ｌ素子１２８の劣化測定のための調査電流であり、この調査電流が、有機ＥＬ素子１２８
へ流れることにより、調査電流に応じた発光輝度値で、有機ＥＬ素子１２８が発光するこ
ととなる。
【００４１】
　調査電流は、図６の経路１３５に示すように、電源線１２４から、駆動トランジスタ１
２５を介して、有機ＥＬ素子１２８へと流れる。
　なお、上記においては、有機ＥＬ素子に調査電流を流す場合について説明しているが、
有機ＥＬ素子の劣化測定ではなく、有機ＥＬ素子を映像信号に基づく輝度で発光させる場
合においても、上記と同様の動作をする。劣化測定においては、調査電流を流し、通常の
発光においては、映像信号に基づく輝度に対応する電流を流す。
【００４２】
　（ii）有機ＥＬ素子の電圧測定（図８のステップＳ６０２）
　次に、データ線駆動回路１０８は、データ線１２３への信号電圧の出力を停止する。こ
れにより、データ線駆動回路１０８とデータ線１２３との接続が開放状態となる。次に、
走査線駆動回路１０９は、図７の経路１３６により、検査線１２２の電圧レベルをＯＮと
する。これにより、検査トランジスタ１２７が導通状態となり、有機ＥＬ素子１２８のア
ノード１２８ａとデータ線１２３とが接続される。
【００４３】
　次に、電圧検出回路１０７は、データ線１２３の電圧を検出する。図７の経路１３７は
、アノード電圧の検出経路を示している。電圧検出回路１０７は、図７に示すように、検
査トランジスタ１２７及びマルチプレクサ１０６を介して、有機ＥＬ素子１２８のアノー
ド電圧を検出する。これにより、有機ＥＬ素子１２８のアノード電圧が、電圧検出回路１
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０７により、検出される。
【００４４】
　次に、電圧検出回路１０７は、検出したアノード電圧に対応する電圧情報を表示制御部
１０４へ出力する。
　最後に、走査線駆動回路１０９は、検査線１２２の電圧のレベルをＯＦＦとする。これ
により、検査トランジスタ１２７が非導通状態となる。
　（iii）有機ＥＬ素子の劣化率の計算（図８のステップＳ６０３）
　有機ＥＬ素子の劣化と、有機ＥＬ素子の電流－電圧特性との関係について、図９を用い
て説明する。
【００４５】
　図９は、有機ＥＬ素子の電流－電圧特性の一例を示した図である。有機ＥＬ素子に一定
の電流（調査電流）を流したときに、有機ＥＬ素子から検出されるアノード電圧は、この
有機ＥＬ素子の劣化の度合いに依存していることが分かっている。図９では、縦軸が有機
ＥＬ素子に流れる電流を示し、横軸が有機ＥＬ素子から検出されるアノード電圧を示して
いる。この場合の調査電流は、一例として、１μＡである。曲線７０１は、劣化率が０％
のときの有機ＥＬ素子の電流電圧特性を示し、曲線７０２は、劣化率が１０％のときの有
機ＥＬ素子の電流電圧特性を示し、曲線７０３は、劣化率が２０％のときの有機ＥＬ素子
の電流電圧特性を示している。図９から分かるように、有機ＥＬ素子の劣化が進むにつれ
て、有機ＥＬ素子から検出されるアノード電圧は、高くなっていく。即ち、有機ＥＬ素子
に一定の電流（調査電流）を流したときに、有機ＥＬ素子から検出されるアノード電圧は
、この有機ＥＬ素子の劣化の度合いに依存することが分かる。
【００４６】
　特性パラメタ記憶部１１１は、図１０に示すように、劣化特性テーブル７１１を予め記
憶している。劣化特性テーブル７１１は、実測値に基づくものである。劣化率が既知の複
数の有機ＥＬ素子（劣化率は０％、１０％、２０％）に一定の調査電流（一例として、１
μＡ）を流したときに、それぞれの有機ＥＬ素子から検出されるアノード電圧（一例とし
て、４．８Ｖ、５．０Ｖ及び５．２Ｖ）が実測された。劣化特性テーブル７１１は、測定
された電圧と劣化率とを対応付けて記憶している。
【００４７】
　表示制御部１０４は、電圧検出回路１０７からアノード電圧に対応する電圧情報を受け
取り、受け取った電圧情報に対応する劣化率を、劣化特性テーブル７１１から読み出す。
受け取った電圧情報が示す電圧そのものが、劣化特性テーブル７１１の測定電圧として存
在しない場合には、例えば、電圧情報が示す電圧に最も近い２個の測定電圧を劣化特性テ
ーブル７１１から読み出し、読み出した２個の測定電圧を用いて、線形補間により、劣化
率を算出する。
【００４８】
　（iv）有機ＥＬ素子の劣化率のテーブルへの書込み（図８のステップＳ６０４）
　特性パラメタ記憶部１１１は、予め上述した劣化率テーブル７１１を有している。表示
制御部１０４は、算出した劣化率を、当該測定対象の有機ＥＬ素子の表示部１１０内の位
置を示す位置識別情報とともに、特性パラメタ記憶部１１１が有する劣化率テーブル７１
１に書き込む。
（４）画素部１１１ａ及びその周辺回路の動作
　走査線１２１、スイッチングトランジスタ１２６、データ線１２３、駆動トランジスタ
１２５、有機ＥＬ素子１２８、検査線１２２及び検査トランジスタ１２７の、時間の経過
に伴う動作状態の変化を図１１に示す。
【００４９】
　データ線駆動回路１０８は、時刻ｔ０において、データ線１２３に信号電圧を出力する
。
　次に、走査線駆動回路１０９は、時刻ｔ１において、走査線１２１の電圧レベルをＯＮ
とし、スイッチングトランジスタ１２６が導通状態となることにより、駆動トランジスタ
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１２５のゲートへ信号電圧が印加され、容量素子１２９に信号電圧が供給される。
【００５０】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路１０９は、走査線１２１の電圧レベルをＯＦ
Ｆとし、スイッチングトランジスタ１２６が非導通状態となることにより、駆動トランジ
スタ１２５のゲートへ信号電圧の印加が終了し、容量素子１２９への電荷の供給が終了す
る。このとき、駆動トランジスタ１２５は、容量素子１２９に保持された電圧に対応する
電流を有機ＥＬ素子１２８に継続して流す。この電流が、有機ＥＬ素子１２８へと流れる
ことにより、その電流に応じた発光輝度値で、有機ＥＬ素子１２８が発光することとなる
。
【００５１】
　次に、時刻ｔ３において、データ線駆動回路１０８は、データ線１２３への信号電圧の
出力を停止し、データ線駆動回路１０８とデータ線１２３の接続が開放状態となる。
　次に、時刻ｔ４において、走査線駆動回路１０９は、検査線１２２の電圧レベルをＯＮ
とし、検査トランジスタ１２７が導通状態となることにより、有機ＥＬ素子１２８のアノ
ード１２８ａとデータ線１２３とが接続される。
【００５２】
　次に、時刻ｔ５において、電圧検出回路１０７は、データ線１２３の電圧を検出する。
これにより、有機ＥＬ素子１２８のアノード電圧が検出される。
　最後に、時刻ｔ６において、走査線駆動回路１０９は、検査線１２２の電圧のレベルを
ＯＦＦとし、検査トランジスタ１２７が非導通状態となることで、一連の動作が終了する
。
【００５３】
　有機ＥＬ素子１２８が発光する原理は上記の通りであるが、表示部１１０によって画像
を表示するには、データ線駆動回路１０８と走査線駆動回路１０９の動作に依存する。
　すなわち、データ線駆動回路１０８が全てのデータ線にそれぞれ信号電圧を出力し、一
定期間保持する。この保持期間中に、走査線駆動回路１０９が走査信号を１つの行に供給
する。走査信号が供給されると、該当する行の画素部のスイッチングトランジスタ１２６
が導通し、各データ線に供給されている信号電圧を該当する画素部の駆動トランジスタ１
２５のゲートに印加する。信号電圧の大きさに応じて駆動トランジスタ１２５に流れる電
流が制御されるので、その電流量に応じて有機ＥＬ素子１２８が発光する。発光は、次に
その行が走査線駆動回路１０９によって指定されるまでの、１フレーム期間継続する。
【００５４】
　有機ＥＬ素子１２８の発光期間中（ｔ１～ｔ７）に、走査線駆動回路１０９は、画素部
１１１ａの検査トランジスタ１２７が導通状態となるよう制御する。つまり、走査線駆動
回路１０９は、検査線１２２を介して、有機ＥＬ素子１２８のアノード電圧を検出するた
めに、信号電圧を検査トランジスタ１２７のゲートに供給し、その期間（ｔ４～ｔ６）、
検査トランジスタ１２７は導通状態（ｔ４～ｔ６）となり、検査トランジスタ１２７が導
通状態の期間中（ｔ４～ｔ６）、駆動トランジスタに流れる電流、つまり、有機ＥＬ素子
１２８に流れる電流によって発生する有機ＥＬ素子１２８のアノード電圧は、検査トラン
ジスタ１２７を介して、データ線１２３に印加される。電圧検出回路１０７は、マルチプ
レクサ１０６を介して、この期間に（ｔ４～ｔ６）、データ線１２３において、有機ＥＬ
素子１２８のアノード電圧を検出する（ｔ５）。こうして検出された有機ＥＬ素子１２８
のアノード電圧を用いて、有機ＥＬ素子１２８の劣化の度合いを知ることができる。
【００５５】
　走査線駆動回路１０９が、１の行に走査信号を供給してから次の行に走査信号を供給す
るまでに、データ線駆動回路１０８が、新たな信号電圧を全てのデータ線上に供給する。
すると、前の行の画素部と同様な動作を行って、走査信号が供給されたタイミングで、次
の行の画素部の駆動トランジスタ１２５のゲートに新たな信号電圧が印加され、信号電圧
に応じた信号電流を有機ＥＬ素子に流し、１フレーム期間発光させる。
【００５６】
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　データ線駆動回路１０８が新たな信号電圧をデータ線に供給し、走査線駆動回路１０９
が新たな行に走査信号を供給する度に、上記と同様にして走査信号が供給された行の画素
部の有機ＥＬ素子が１フレーム期間発光する。
　このようにして表示部１１０の全体の有機ＥＬ素子がそれぞれ供給された信号電圧の大
きさに応じた明るさで時間差を持ちながら発光し、表示部１１０全体として画像表示を行
う。
（５）表示制御部１０４
　表示制御部１０４は、図示していない取得部、算出部（分散部とも呼ぶ）及び出力部を
含む。
【００５７】
　表示制御部１０４は、劣化検出の対象である対象発光素子（つまり、有機ＥＬ素子。）
に対する補正輝度値（言い換えると、補正輝度信号又は検査用輝度信号。当該対象発光素
子に対して流される調査電流に相当する。）Ｖ、及び補正の対象とする対象画素の位置を
示す補正画素位置Ｃを予め記憶している。前記取得部は、記憶している補正輝度値Ｖ、及
び補正画素位置Ｃを読み出す。前記算出部は、前記対象発光素子に対応する対象画素の原
輝度値の、前記補正輝度値Ｖに基づく補正による変化分である輝度差を、前記対象画素の
空間的に周辺（近傍）に配置された周辺画素に分散して、周辺画素の原輝度値から減じる
ことにより、前記周辺画素に対する周辺輝度値（駆動信号）を算出する。これにより、前
記変化分を、対象画素及び周辺画素において相殺する。このように、算出部は、前記対象
発光素子の原輝度値に対する補正輝度値の差分を相殺する輝度値を、前記対象発光素子に
相当する対象画素の周辺画素に分散するように、算出する。
【００５８】
　図１２のグラフ２００に、フレーム画像の１水平ライン分、つまり、表示部１１０のＭ
個の行方向の画素部に対して出力される映像信号２１０を示している。グラフ２００では
、横軸に画素部の位置（画素位置）を表し、縦軸に画素値を表している。また、グラフ２
００には、調査信号２１２を示している。調査信号２１２は、補正画素位置Ｃでは、補正
輝度値Ｖの値を有し、その他の画素位置では、「０」値を有している。調査信号２１２は
、有機ＥＬ素子の劣化を測定するために当該有機ＥＬ素子に流される調査電流に対応して
いる。
【００５９】
　表示制御部１０４は、図１２に示すように、補正画素位置Ｃでは、映像信号２１０によ
り定まる輝度値に代えて、調査信号２１２により定まる補正輝度値Ｖを出力する。従って
、表示制御部１０４は、図１２に示すように、補正画素位置Ｃにおいて補正輝度値Ｖを有
する駆動信号２１１を生成して、出力する。
　このようにして駆動信号２１１を生成して出力し、この駆動信号２１１により有機ＥＬ
素子を発光させると、図１２に示すように、補正画素位置Ｃでは、映像信号２１０の示す
輝度値と、調査信号２１２の示す補正輝度値Ｖとの差分２２１が存在するために、補正画
素位置Ｃが不自然に目立ってしまう。
【００６０】
　そこで、表示制御部１０４は、映像信号２１０の示す輝度値と、調査信号２１２の示す
補正輝度値Ｖとの差分２２１を、補正画素位置Ｃの直前の画素位置Ｃ－１及び補正画素位
置Ｃの直後の画素位置Ｃ＋１に分散するために、分散信号２１３を生成する。分散信号２
１３は、画素位置Ｃ－１及び画素位置Ｃ＋１以外の画素位置では、「０」値を有し、画素
位置Ｃ－１及び画素位置Ｃ＋１では、差分２２１の半分の値の負の値２２２及び２２３を
有する。
【００６１】
　図１２のグラフ２０３に分散信号２１３を示している。グラフ２０３では、グラフ２０
０と同様に、横軸に画素部の位置（画素位置）を表し、縦軸に画素値を表している。
　次に、表示制御部１０４は、映像信号２１０と調査信号２１２と分散信号２１３とを加
算して、駆動信号２１１を生成する。
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　図１２のグラフ２０１に駆動信号２１１を示している。グラフ２０１では、グラフ２０
０と同様に、横軸に画素部の位置（画素位置）を表し、縦軸に画素値を表している。
【００６２】
　ここで、図１３に示すように、表示部１１０に表示されるべきフレーム画像の水平ライ
ン上において、周辺画素３０１、対象画素３０２及び周辺画素３０３がこの順序により、
配置されているものとする。対象画素３０２は、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子
に対応する画素であり、周辺画素３０１は、対象画素３０２の水平方向、直前の画素であ
り、周辺画素３０３は、対象画素３０２の水平方向、直後の画素である。
【００６３】
　算出部は、図１３に示すように、対象画素３０２については、その駆動信号をＯｕｔ（
Ｃ）＝Ｖとする。ここで、Ｃは、対象画素３０２の位置を示す画素位置である。対象画素
３０２の水平方向の直前側に隣接する周辺画素３０１については、算出部は、その駆動信
号を
　　Ｏｕｔ（Ｃ－１）＝Ｉｎ（Ｃ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２として算出する。
【００６４】
　つまり、補正輝度値Ｖと対象画素の映像信号輝度値Ｉｎ（Ｃ）の差分（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ）
）を算出し、算出された差分を周辺画素数「２」で割って得られた値を、周辺画素位置に
対応した映像信号の値Ｉｎ（Ｃ－１）から、引いて、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ－１）を算出し
、算出した駆動信号を出力する。
　なお、この算出式を変形すると、
　　Ｏｕｔ（Ｃ－１）＝Ｉｎ（Ｃ－１）＋（Ｉｎ（Ｃ）－Ｖ）／２となる。
【００６５】
　つまり、対象画素の映像信号輝度値Ｉｎ（Ｃ）と補正輝度値Ｖとの差分（Ｉｎ（Ｃ）－
Ｖ）を算出し、算出された差分を周辺画素数「２」で割って得られた値を、周辺画素位置
に対応した映像信号の値Ｉｎ（Ｃ－１）に、加えて、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ－１）を算出し
、算出した駆動信号を出力するとしてもよい。
　ここで、上記の式の右辺の第２項の分母「２」は、周辺画素の個数を示している。図１
３に示す例では、周辺画素は、周辺画素３０１及び３０３であり、その個数は、２個であ
る。
【００６６】
　対象画素３０２の水平方向の直後側に隣接する周辺画素３０３については、算出部は、
その駆動信号を
　　Ｏｕｔ（Ｃ＋１）＝Ｉｎ（Ｃ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２として算出する。
　前記出力部は、図１２に示すように、算出された駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ－１）、Ｏｕｔ（
Ｃ）及びＯｕｔ（Ｃ＋１）をこの順序で、駆動信号（Ｏｕｔ）２１１として出力する。
【００６７】
　図１２において、画素位置を横軸とし、映像信号の出力値を縦軸とするグラフ２００に
おける映像信号２１０は、画素位置を横軸とし、駆動信号の出力値を縦軸とするグラフ２
０１における駆動信号２１１のように変化して出力される。図１２の拡大図２０２に示す
ように、補正画素位置Ｃにおいて、駆動信号は、補正輝度値Ｖとなる。また、補正画素位
置Ｃに隣接する位置Ｃ－１及びＣ＋１において、駆動信号は、上記のように算出される値
となる。
【００６８】
　ここで、Ｏｕｔ（Ｃ－１）＋Ｏｕｔ（Ｃ）＋Ｏｕｔ（Ｃ＋１）
　　　　＝Ｉｎ（Ｃ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２
　　　　＋Ｖ
　　　　＋Ｉｎ（Ｃ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２
　　　　＝Ｉｎ（Ｃ－１）＋Ｉｎ（Ｃ）＋Ｉｎ（Ｃ＋１）であり、
　輝度値の補正前の周辺画素３０１の輝度値、対象画素３０２の輝度値及び周辺画素３０
３の輝度値の合計値は、補正後の周辺画素３０１の輝度値、対象画素３０２の輝度値及び
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周辺画素３０３の輝度値の合計値に等しい。
（６）有機ＥＬ表示装置２の動作
　次に、有機ＥＬ表示装置２の動作について説明する。
【００６９】
　（ａ）有機ＥＬ表示装置２の全体の動作
　有機ＥＬ表示装置２の全体の動作について、図１４に示すフローチャートを用いて説明
する。
　制御部１０２は、利用者による電源投入を検出すると（ステップＳ１０１）、表示制御
部１０４に対して、劣化検出動作をするように制御する（ステップＳ１０２）。次に、制
御部１０２は、一定時間を経過する毎に、例えば、有機ＥＬ表示装置２の累計の動作時間
を計測し、１００時間毎に（ステップＳ１０３）、表示制御部１０４に対して、劣化検出
動作をするように制御する（ステップＳ１０４）。また、制御部１０２は、利用者から劣
化検出動作を開始する操作を受け付けると、又は他の機器から劣化検出動作を開始する指
令を受け取ると（ステップＳ１０５）、表示制御部１０４に対して、劣化検出動作をする
ように制御する（ステップＳ１０６）。また、制御部１０２は、録画再生装置３から入出
力部１０１を介して、再生すべき映像信号から特定の映像信号を検出すると（ステップＳ
１０７）、表示制御部１０４に対して、劣化検出動作をするように制御する（ステップＳ
１０８）。
【００７０】
　次に、ステップＳ１０３へ戻って、上記の動作を繰り返す。
　（ｂ）表示制御部１０４による補正駆動処理
　表示制御部１０４による補正駆動処理について、図１５に示すフローチャートを用いて
説明する。ここでは、１水平期間の走査における、実際の画素駆動値決定アルゴリズムを
示す。
【００７１】
　表示制御部１０４は、水平画素位置Ｘを初期値「１」にする（ステップＳ１５１）。
　次に、現在の水平画素位置が、輝度分散すべき周辺画素の範囲内の位置になっているの
かを判定し（ステップＳ１５２、Ｓ１５３）、範囲内ならば、つまり、Ｃ－１＝Ｘである
場合（ステップＳ１５２でＹＥＳ）、又はＣ＋１＝Ｘである場合（ステップＳ１５３でＹ
ＥＳ）、表示制御部１０４は、
　Ｏｕｔ＝Ｉｎ（Ｘ）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２を算出する（ステップＳ１５４）。
【００７２】
　つまり、補正輝度値と対象画素の映像信号輝度値の差分を算出し、算出された差分を周
辺画素数で割って得られた値を、水平画素位置に対応した映像信号の値から、引いて、駆
動信号を算出し、算出した駆動信号を出力する。
　さらに、言い換えると、表示制御部１０４は、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子
に対応する対象画素の原輝度値の、前記補正輝度値に基づく補正による変化分を、前記対
象画素の空間的に周辺に配置された周辺画素に分散して相殺することにより、前記周辺画
素に対する周辺輝度値を算出する。
【００７３】
　ここで、Ｉｎ（Ｘ）は、水平画素位置Ｘにおける映像信号であり、Ｖは、補正画素位置
Ｃにおける補正の対象画素の補正輝度値であり、Ｉｎ（Ｃ）は、補正画素位置Ｃにおける
映像信号である。また、Ｏｕｔは、出力すべき輝度値である。
　次に、表示制御部１０４は、ステップＳ１５８へ制御を移す。
　また、表示制御部１０４は、現在の水平画素位置Ｘが、対象画素であるかを判定し、つ
まり、Ｃ＝Ｘである場合（ステップＳ１５５でＹＥＳ）、Ｏｕｔ＝Ｖとし、つまり、補正
輝度値Ｖを駆動信号として出力し（ステップＳ１５６）、次に、ステップＳ１５８へ制御
を移す。
【００７４】
　さらに、現在の水平画素位置Ｘが、周辺画素でなく、また対象画素でない場合は（ステ
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ップＳ１５５でＮＯ）、表示制御部１０４は、Ｏｕｔ＝Ｉｎ（Ｘ）とし、水平画素位置Ｘ
に対応した映像信号の値を駆動信号として出力し（ステップＳ１５７）、次に、ステップ
Ｓ１５８へ制御を移す。
　次に、表示制御部１０４は、水平画素位置Ｘを「１」だけインクリメントし（ステップ
Ｓ１５８）、１水平期間が終了したのかを判定し、つまり、Ｘ＞Ｍでないなら、１水平期
間が終了していないので（ステップＳ１５９でＮＯ）、ステップＳ１５２へ制御を移す。
１水平期間が終了していれば（ステップＳ１５９でＹＥＳ）、表示制御部１０４は、１水
平期間の補正駆動処理を終了する。
１．２　変形例（１）
　実施の形態１の画像表示システム１の変形例について説明する。
【００７５】
　（１）図１６に示すように、１個の水平ラインにおいて、画素３１１、３１２及び３１
３が水平方向に連続して配置されており、画素３１１に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検
出対象であるとする。このとき、劣化検出対象の有機ＥＬ素子に対応する画素３１１の水
平方向後の画素３１２及びさらに後の画素３１３について、輝度の分散をしてもよい。
　図１７に示すように、表示制御部１０４は、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ）＝Ｖを出力する（ス
テップＳ２３１）。ここでは、Ｘは、当該水平ラインにおける画素３１１の位置を示す。
次に、表示制御部１０４は、当該画素の水平方向、一つ後の画素３１２についての
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／２を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１）を出力する（ステップＳ２３２）。
【００７６】
　次に、表示制御部１０４は、当該画素の水平方向、さらに一つ後の画素３１３について
の駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２）＝Ｉｎ（Ｘ＋２）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／２を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２）を出力する（ステップＳ２３３）。
　このケースにおいては、画素３１１が表示部１１０の左端の画素部に対応して配置され
ている場合に有効である。
【００７７】
　（２）図１８に示すように、１個の水平ラインにおいて、画素３２１、３２２及び３２
３が水平方向に連続して配置されており、画素３２３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検
出対象であるとする。このとき、劣化検出対象の有機ＥＬ素子に対応する画素３２３の水
平方向前の画素３２２及びさらに前の画素３２１について、輝度の分散をしてもよい。
　図１９に示すように、表示制御部１０４は、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ）＝Ｖを出力する（ス
テップＳ２５１）。ここでは、Ｘは、当該水平ラインにおける画素３２３の位置を示す。
次に、表示制御部１０４は、当該画素の水平方向、一つ前の画素３２２についての
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１）＝Ｉｎ（Ｘ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／２を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１）を出力する（ステップＳ２５２）。
【００７８】
　次に、表示制御部１０４は、当該画素の水平方向、さらに一つ前の画素３２１について
の駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－２）＝Ｉｎ（Ｘ－２）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／２を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－２）を出力する（ステップＳ２５３）。
　このケースにおいては、画素３２３が表示部１１０の右端の画素部に対応して配置され
ている場合に有効である。
【００７９】
　以上記した変形例（１）では劣化検出対象の画素に対して、その画素の水平方向に隣接
する２画素を含めて輝度分散を行なう場合を例示したが、本願発明では隣接する画素は１
画素であってもよい。
１．３　変形例（２）
　実施の形態１の画像表示システム１の別の変形例について説明する。
【００８０】
　図２０に示すように、１個の水平ラインにおいて、画素３３１、３３２、３３３、３３
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４及び３３５が水平方向に連続して配置されており、画素３３３に対応する有機ＥＬ素子
が、劣化検出対象であるとする。この場合において、画素３３３に隣接する前後２個の画
素に対応する有機ＥＬ素子について、輝度の分散をしてもよい。
　図２０に示すように、表示制御部１０４は、画素３３３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘは、当該水平ラインにおける画素３３３の位置を示す。
【００８１】
　表示制御部１０４は、当該画素３３３の水平方向、二つ前の画素３３１についての駆動
信号Ｏｕｔ（Ｘ－２）＝Ｉｎ（Ｘ－２）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／４を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－２）を出力する。
　また、表示制御部１０４は、当該画素３３３の水平方向、一つ前の画素３３２について
の駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１）＝Ｉｎ（Ｘ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／４を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１）を出力する。
【００８２】
　また、表示制御部１０４は、当該画素３３３の水平方向、一つ後の画素３３４について
の駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／４を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１）を出力する。
　また、表示制御部１０４は、当該画素３３３の水平方向、二つ後の画素３３５について
の駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２）＝Ｉｎ（Ｘ＋２）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｘ））／４を算出し、
　駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２）を出力する。
２．実施の形態２
　本発明の別の実施の形態について説明する。
２．１　画像表示システム１ｂ
　ここでは、本発明の別の実施の形態としての画像表示システム１ｂ（図示していない）
について説明する。
【００８３】
　画像表示システム１ｂは、実施の形態１の画像表示システム１と類似の構成を有してお
り、画像表示システム１ｂは、有機ＥＬ表示装置２及び録画再生装置３から構成されてい
る。ここでは、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子について、その対象有機ＥＬ素子
の垂直方向の上下に配置される有機ＥＬ素子に対応する画素に、輝度を分散する。
　図２１に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の垂直ラ
インにおいて、画素３４１、３４２及び３４３が垂直方向に連続して配置されており、画
素３４２に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象であるとする。このとき、劣化検出対
象の有機ＥＬ素子に対応する画素３４２の垂直方向上の画素３４１及びさらに下の画素３
４３について、輝度を分散する。
【００８４】
　この図に示すように、表示制御部１０４は、画素３４２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、表示部１１０に表示すべき１
個のフレーム画像内における画素３４２の水平位置及び垂直位置を示す。次に、表示制御
部１０４は、画素３４２の垂直方向、一つ上の画素３４１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ－１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号
Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）を出力する。ここで、ＣＸ、ＣＹは、フレーム画像内における画素
３４２の水平位置及び垂直位置を示す。さらに、表示制御部１０４は、画素３４２の垂直
方向、一つ下の画素３４３についての駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋１
）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）を出力す
る。
【００８５】
　次に、表示制御部１０４の動作について、図２２～図２５に示すフローチャートを用い
て説明する。
　表示制御部１０４は、ＶＳＹＮＣイベント、ＨＳＹＮＣイベント及びＤｏｔＣｌｏｃｋ
イベントのそれぞれのタイミングにおいて発光する。ＶＳＹＮＣイベントは、垂直同期の
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動作を開始することを示すイベントであり、ＨＳＹＮＣイベントは、水平同期の動作を開
始することを示すイベントであり、また、ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントは、各画素の表示の
動作を開始することを示すイベントである。
【００８６】
　図２２に示すように、表示制御部１０４は、水平ライン番号ＣＹ、補正画素位置ＣＸ及
び補正輝度値Ｖを読み出し（ステップＳ４０１）、フラグＣｆｌｇを「１」に設定し（ス
テップＳ４０２）、次に、補正駆動処理を実行する（ステップＳ４０３）。
　次に、ステップＳ４０３の補正駆動処理の詳細について、図２３～図２５に示す状態遷
移図を用いて説明する。
【００８７】
　表示制御部１０４は、ＶＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＶＳＹＮＣイベント
は、上記のように、垂直同期の動作を開始することを示すイベントである。ＶＳＹＮＣイ
ベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「１」以外であれば（ステップＳ４１２）、
表示制御部１０４は、継続してＶＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＶＳＹＮＣイ
ベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「１」であれば（ステップＳ４１１）、変数
Ｙを「１」に設定し（ステップＳ４１４）、次に、ＶＳＹＮＣイベントの発行待ちに移行
する（ステップＳ４１３）。
【００８８】
　また、表示制御部１０４は、ＨＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＨＳＹＮＣイ
ベントは、上記のように、水平同期の動作を開始することを示すイベントである。ＨＳＹ
ＮＣイベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「１」以外であれば（ステップＳ４２
２）、表示制御部１０４は、継続してＨＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＨＳＹ
ＮＣイベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「１」であれば（ステップＳ４２１）
、変数Ｘを「１」に設定し（ステップＳ４２４）、変数Ｙに「１」を加算し（ステップＳ
４２５）、ＹがＶｓｉｚｅよりも小さいか又は等しい場合には（ステップＳ４２６でＹＥ
Ｓ）、何もしない。ＹがＶｓｉｚｅよりも大きい場合には（ステップＳ４２６でＮＯ）、
フラグＣｆｌｇを「０」に設定する（ステップＳ４２７）。ここで、Ｖｓｉｚｅは、表示
部１１０に表示すべきフレーム画像の垂直方向の画素数であり、Ｎである。次に、ＨＳＹ
ＮＣイベントの発行待ちに移行する（ステップＳ４２３）。
【００８９】
　さらに、表示制御部１０４は、ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されるのを待つ。ここ
で、上記のように、ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントは、各画素の表示の動作を開始することを
示すイベントである。ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「
１」以外であれば（ステップＳ４３２）、表示制御部１０４は、継続してＤｏｔＣｌｏｃ
ｋイベントが発行されるのを待つ。ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されたとき、フラグ
Ｃｆｌｇ＝「１」であれば（ステップＳ４３１）、「ＣＹ－１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」であ
る場合に（ステップＳ４３４でＹＥＳ）、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）－
（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステ
ップＳ４３６）。
【００９０】
　「ＣＹ－１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」でない場合で（ステップＳ４３４でＮＯ）、「ＣＹ＋
１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」である場合に（ステップＳ４３５でＹＥＳ）、表示制御部１０４
は、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算
出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステップＳ４３６）。
　「ＣＹ－１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」でない場合で（ステップＳ４３４でＮＯ）、「ＣＹ＋
１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」でない場合に（ステップＳ４３５でＮＯ）、「ＣＹ＝Ｙ、かつＣ
Ｘ＝Ｘ」である場合に（ステップＳ４３７でＹＥＳ）、表示制御部１０４は、駆動信号Ｏ
ｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｖを算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステップＳ４３８
）。
【００９１】
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　「ＣＹ－１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」でない場合で（ステップＳ４３４でＮＯ）、「ＣＹ＋
１＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」でない場合に（ステップＳ４３５でＮＯ）、「ＣＹ＝Ｙ、かつＣ
Ｘ＝Ｘ」でない場合に（ステップＳ４３７でＮＯ）、表示制御部１０４は、駆動信号Ｏｕ
ｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステッ
プＳ４３９）。
【００９２】
　次に、表示制御部１０４は、Ｘに「１」を加算し（ステップＳ４４０）、ＤｏｔＣｌｏ
ｃｋイベントの発行待ちに移行する（ステップＳ４３３）。
　以上説明したように、画像表示システム１ｂの有機ＥＬ表示装置２は、劣化検出の対象
である対象有機ＥＬ素子について、その対象有機ＥＬ素子の垂直方向の上下に配置される
有機ＥＬ素子に対応する画素に、輝度を分散する。
２．２　変形例（３）
　実施の形態２の画像表示システム１ｂの変形例について説明する。
【００９３】
　（１）図２６に示すように、表示部１１０に表示すべきフレーム画像内の１個の垂直ラ
インにおいて、画素６７１、６７２及び６７３が垂直方向に連続して配置されており、画
素６７１に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象であるとする。このとき、劣化検出対
象である有機ＥＬ素子に対応する画素６７１の垂直方向下の画素６７２及びさらに下の画
素６７３について、輝度の分散をしてもよい。
【００９４】
　この図に示すように、表示制御部１０４は、画素６７１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、フレーム画像内における画素
６７１の水平位置及び垂直位置を示す。次に、表示制御部１０４は、画素６７１の垂直方
向、一つ下の画素６７２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋１）
－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）を出力する
。さらに、表示制御部１０４は、画素６７１の垂直方向、さらに一つ下の画素６７３につ
いて、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋２）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ）
）／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋２）を出力する。
【００９５】
　ここで、ＣＸ、ＣＹは、フレーム画像内における画素６７１の水平位置及び垂直位置を
示す。　
　このケースにおいては、画素６７１が表示部１１０の上端の画素部に対応して配置され
ている場合に有効である。
　（２）図２７に示すように、表示部１１０に表示すべきフレーム画像内の１個の垂直ラ
インにおいて、画素６７５、６７６及び６７７が垂直方向に連続して配置されており、画
素６７７に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象であるとする。このとき、劣化検出対
象である有機ＥＬ素子に対応する画素６７７の垂直方向上の画素６７６及びさらに上の画
素６７５について、輝度の分散をしてもよい。
【００９６】
　この図に示すように、表示制御部１０４は、画素６７７について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、フレーム画像内における画素
６７７の水平位置及び垂直位置を示す。次に、表示制御部１０４は、画素６７７の垂直方
向、一つ上の画素６７６について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－１）
－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）を出力する
。さらに、表示制御部１０４は、画素６７７の垂直方向、さらに一つ上の画素６７５につ
いて、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－２）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ）
）／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－２）を出力する。
【００９７】
　ここで、ＣＸ、ＣＹは、フレーム画像内における画素６７７の水平位置及び垂直位置を
示す。　
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　このケースにおいては、画素６７７が表示部１１０の下端の画素部に対応して配置され
ている場合に有効である。
　以上記した変形例（３）では劣化検出対象の画素に対して、その画素の垂直方向に隣接
する２画素を含めて輝度分散を行なう場合を例示したが、本願発明では隣接する画素は１
画素であってもよい。
２．３　変形例（４）
　実施の形態２の画像表示システム１ｂの別の変形例について説明する。
【００９８】
　図２８に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の垂直ラ
インにおいて、画素６８１、６８２、６８３、６８４及び６８５が垂直方向に連続して配
置されており、画素６８３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象であるとする。この
場合において、画素６８３に隣接する上下に２個の画素、合計で４個の画素に対応する有
機ＥＬ素子について、輝度の分散をしてもよい。
【００９９】
　図２８に示すように、表示制御部１０４は、画素６８３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。
　表示制御部１０４は、画素６８３の垂直方向、二つ上の画素６８１について、駆動信号
Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－２）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＸ））／４を算出し
、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－２）を出力する。
【０１００】
　また、表示制御部１０４は、当該画素６８３の垂直方向、一つ上の画素６８２について
、Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＸ））／４を算出
し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）を出力する。
　また、表示制御部１０４は、当該画素６８３の垂直方向、一つ下の画素６８４について
、Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＸ））／４を算出
し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）を出力する。
【０１０１】
　また、表示制御部１０４は、当該画素６８３の垂直方向、二つ下の画素６８５について
、Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋２）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＸ））／４を算出
し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋２）を出力する。
　以上説明したように、劣化検出対象である有機ＥＬ素子に対応する対象画素について、
輝度を補正する場合に、当該対象画素に垂直方向に隣接する上下２個、合計４個の周辺画
素に対応する有機ＥＬ素子について、輝度の分散をしている。
３．実施の形態３
　本発明の別の実施の形態について説明する。
３．１　画像表示システム１ｃ
　ここでは、本発明の別の実施の形態としての画像表示システム１ｃ（図示していない）
について説明する。
【０１０２】
　画像表示システム１ｃは、実施の形態１及び２の画像表示システムと類似の構成を有し
ており、画像表示システム１ｃは、有機ＥＬ表示装置２及び録画再生装置３から構成され
ている。
　ここでは、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子について、その対象有機ＥＬ素子の
水平方向の前後に配置される有機ＥＬ素子に対応する画素及び垂直方向の上下に配置され
る有機ＥＬ素子に対応する画素に、輝度を分散する。
【０１０３】
　図２９に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の垂直ラ
インにおいて、画素３５１、３５３及び３５５が垂直方向に連続して配置されており、フ
レーム画像内の画素３５３を含む１個の水平ラインにおいて、画素３５２、３５３及び３
５４が水平方向に連続して配置されており、画素３５３に対応する有機ＥＬ素子が劣化検
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出対象であるとする。このとき、劣化検出対象の有機ＥＬ素子に対応する画素３５３の垂
直方向上の画素３５１及び下の画素３５５、並びに画素３５３の水平方向前の画素３５２
及び後の画素３５４に、輝度を分散する。
【０１０４】
　この図に示すように、表示制御部１０４は、画素３５３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、フレーム画像内における画素
３５３の水平位置及び垂直位置を示す。
　次に、表示制御部１０４は、画素３５３の垂直方向、一つ上の画素３５１について、駆
動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／４を
算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）を出力する。ここで、ＣＸ、ＣＹは、フレーム画
像内における画素３５３の水平位置及び垂直位置を示す。また、表示制御部１０４は、画
素３５３の垂直方向、一つ下の画素３５５についての駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／４を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
＋１）を出力する。
【０１０５】
　次に、表示制御部１０４は、画素３５３の水平方向、一つ前の画素３５２について、駆
動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／４を
算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）を出力する。また、表示制御部１０４は、画素３
５３の水平方向、一つ後の画素３５４についての駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉｎ（
Ｘ＋１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／４を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ
）を出力する。
【０１０６】
　次に、表示制御部１０４の動作について、フローチャートを用いて説明する。なお、同
様の動作について、既に、図２２に示すフローチャート及び図２３～図２５に示す状態遷
移図において説明している。実施の形態３では、図２５に代えて、図３０に示す状態遷移
図を用いればよい。
　表示制御部１０４は、ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されるのを待つ。ここで、Ｄｏ
ｔＣｌｏｃｋイベントは、上述したように、各画素の表示の動作を開始することを示すイ
ベントである。ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「１」以
外であれば（ステップＳ４３２）、表示制御部１０４は、継続してＤｏｔＣｌｏｃｋイベ
ントが発行されるのを待つ。
【０１０７】
　ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されたとき、フラグＣｆｌｇ＝「１」であれば（ステ
ップＳ４３１）、表示制御部１０４は、「ＣＹ－１＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」であるか否か
を判断し（ステップＳ４３４）、「ＣＹ－１＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」である場合に（ステ
ップＳ４３４でＹＥＳ）、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ
Ｘ、ＣＹ））／４を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステップＳ４３６ａ
）。
【０１０８】
　「ＣＹ－１＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」でない場合（ステップＳ４３４でＮＯ）、表示制御
部１０４は、「ＣＹ＋１＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」であるか否かを判断し（ステップＳ４３
５）、「ＣＹ＋１＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」である場合に（ステップＳ４３５でＹＥＳ）、
ステップＳ４３６ａへ制御を移す。
　「ＣＹ＋１＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」でない場合に（ステップＳ４３５でＮＯ）、表示制
御部１０４は、「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ－１＝Ｘ」であるか否かを判断し（ステップＳ４
３５ａ）、「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ－１＝Ｘ」である場合に（ステップＳ４３５ａでＹＥ
Ｓ）、ステップＳ４３６ａへ制御を移す。
【０１０９】
　「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ－１＝Ｘ」でない場合に（ステップＳ４３５ａでＮＯ）、表示
制御部１０４は、「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＋１＝Ｘ」であるか否かを判断し（ステップＳ
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４３５ｂ）、「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＋１＝Ｘ」である場合（ステップＳ４３５ｂでＹＥ
Ｓ）、ステップＳ４３６ａへ制御を移す。
　「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＋１＝Ｘ」でない場合（ステップＳ４３５ｂでＮＯ）、表示制
御部１０４は、「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」であるか否かを判断し（ステップＳ４３７
）、「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」である場合（ステップＳ４３７でＹＥＳ）、駆動信号
Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｖを算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステップＳ４３
８）。
【０１１０】
　「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」でない場合（ステップＳ４３７でＮＯ）、表示制御部１
０４は、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
）を出力する（ステップＳ４３９）。
　次に、表示制御部１０４は、Ｘに「１」を加算し（ステップＳ４４０）、ＤｏｔＣｌｏ
ｃｋイベントの発行待ちに移行する（ステップＳ４３３）。
【０１１１】
　以上説明したように、画像表示システム１ｃの有機ＥＬ表示装置２は、劣化検出の対象
である対象有機ＥＬ素子について、その対象有機ＥＬ素子の垂直方向の上下、及び水平方
向の前後に配置される有機ＥＬ素子に対応する画素に、輝度を分散する。
３．２　変形例（５）
　実施の形態３の画像表示システム１ｃの変形例について説明する。
【０１１２】
　図３１に示すように、表示部１１０に表示されるべきフレーム画像内において、水平方
向に３個、垂直方向に３個、合計９個の画素３６１～３６９が行列状に配置されている。
つまり、劣化検出対象である有機ＥＬ素子に対応する画素３６５を含む水平ライン上にお
いて、画素３６５の水平方向、前後に、画素３６４及び３６６が隣接する。また、画素３
６５において前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素３６５の垂直方向、上下に
、画素３６２及び３６８が隣接する。さらに、画素３６２の水平方向、両側に、画素３６
１及び３６３が隣接し、画素３６８の水平方向、両側に、画素３６７及び３６９が隣接す
る。ここで、合計９個の画素の行列の中央に配置されている画素３６５に対応する有機Ｅ
Ｌ素子が、劣化検出対象であるとする。このとき、劣化検出対象である有機ＥＬ素子に対
応する画素３６５の水平方向、前後の画素３６４及び画素３６６、画素３６５の垂直方向
、上下の画素３６２及び画素３６８、並びに、画素３６５の上下、斜め方向の画素３６１
、３６３、３６７及び３６９に輝度を分散する。
【０１１３】
　図３１に示すように、表示制御部１０４は、画素３６５について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素３６５
の水平位置及び垂直位置を示す。
　また、表示制御部１０４は、画素３６１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ－１）
＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信号Ｏｕｔ
（Ｘ－１、Ｙ－１）を出力し、画素３６２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
－１）を出力し、表示制御部１０４は、画素３６３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、
Ｙ－１）＝Ｉｎ（Ｘ＋１、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信
号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ－１）を出力する。
【０１１４】
　また、表示制御部１０４は、画素３６４について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）＝Ｉ
ｎ（Ｘ－１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１
、Ｙ）を出力し、画素３６６について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋１、
Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）を出力
する。
【０１１５】
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　さらに、表示制御部１０４は、画素３６７について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ＋１
）＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信号Ｏｕ
ｔ（Ｘ－１、Ｙ＋１）を出力し、画素３６８について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝
Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、
Ｙ＋１）を出力し、表示制御部１０４は、画素３６９について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１
、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ＋１、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／８を算出し、駆動
信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ＋１）を出力する。
３．３　変形例（６）
　実施の形態３の画像表示システム１ｃのさらに別の変形例について説明する。
【０１１６】
　（１）図３２に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５０１及び５０２が連続して配置されており、また、画素５０１に
おいて前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５０１の垂直方向、下側に、画素
５０３が隣接している。ここで、画素５０１に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５０２及び５０３に輝度を分散する。
【０１１７】
　図３２に示すように、表示制御部１０４は、画素５０１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５０１
の水平位置及び垂直位置を示す。
　また、表示制御部１０４は、画素５０２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉ
ｎ（Ｘ＋１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１
、Ｙ）を出力し、画素５０３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋
１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）を出力
する。
【０１１８】
　このケースにおいては、画素５０１が表示部１１０の左上端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
　（２）図３３に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５２１及び５２２が連続して配置されており、また、画素５２２に
おいて前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５２２の垂直方向、下側に、画素
５２３が隣接している。ここで、画素５２２に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５２１及び５２３に輝度を分散する。
【０１１９】
　図３３に示すように、表示制御部１０４は、画素５２２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５２２
の水平位置及び垂直位置を示す。
　また、表示制御部１０４は、画素５２１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）＝Ｉ
ｎ（Ｘ－１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１
、Ｙ）を出力し、画素５２３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋
１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）を出力
する。
【０１２０】
　このケースにおいては、画素５２２が表示部１１０の右上端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
　（３）図３４に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５４２及び５４３が連続して配置されており、また、画素５４２に
おいて前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５４２の垂直方向、上側に、画素
５４１が隣接している。ここで、画素５４２に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５４１及び５４３に輝度を分散する。
【０１２１】
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　図３４に示すように、表示制御部１０４は、画素５４２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５４２
の水平位置及び垂直位置を示す。
　また、表示制御部１０４は、画素５４１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
－１）を出力し、画素５４３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋１、
Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）を出力
する。
【０１２２】
　このケースにおいては、画素５４２が表示部１１０の左下端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
　（４）図３５に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５６２及び５６３が連続して配置されており、また、画素５６３に
おいて前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５６３の垂直方向、上側に、画素
５６１が隣接している。ここで、画素５６３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５６１及び５６２に輝度を分散する。
【０１２３】
　図３５に示すように、表示制御部１０４は、画素５６３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５６３
の水平位置及び垂直位置を示す。
　また、表示制御部１０４は、画素５６１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
－１）を出力し、画素５６２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ－１、
Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）を出力
する。
【０１２４】
　このケースにおいては、画素５６３が表示部１１０の右下端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
３．４　変形例（７）
　実施の形態３の画像表示システム１ｃのさらに別の変形例について説明する。
　（１）図３６に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５１１、５１２及び５１３が連続して配置されており、また、画素
５１１において前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５１１の垂直方向、下側
に、画素５１４及び５１６が隣接している。また、画素５１２の垂直方向、下側に、画素
５１５が隣接している。ここで、画素５１１に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５１２～５１６に輝度を分散する。
【０１２５】
　図３６に示すように、表示制御部１０４は、画素５１１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５１１
の水平位置及び垂直位置を示す。また、表示制御部１０４は、画素５１２について、駆動
信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算
出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）を出力し、画素５１３について、駆動信号Ｏｕｔ（
Ｘ＋２、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋２、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信
号Ｏｕｔ（Ｘ＋２、Ｙ）を出力する。
【０１２６】
　また、表示制御部１０４は、画素５１４について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
＋１）を出力し、画素５１５について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ＋１）＝Ｉｎ（Ｘ＋
１、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ
＋１）を出力する。
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【０１２７】
　さらに、表示制御部１０４は、画素５１６について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋２）＝
Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、
Ｙ＋２）を出力する。
　このケースにおいては、画素５１１が表示部１１０の左上端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
【０１２８】
　（２）図３７に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５３１、５３２及び５３３が連続して配置されており、また、画素
５３３において前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５３３の垂直方向、下側
に、画素５３５及び５３６が隣接している。また、画素５３２の垂直方向、下側に、画素
５３４が隣接している。ここで、画素５３３に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５３１、５３２、５３４～５３６に輝度を分散する。
【０１２９】
　図３７に示すように、表示制御部１０４は、画素５３３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５３３
の水平位置及び垂直位置を示す。また、表示制御部１０４は、画素５３１について、駆動
信号Ｏｕｔ（Ｘ－２、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ－２、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算
出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－２、Ｙ）を出力し、画素５３２について、駆動信号Ｏｕｔ（
Ｘ－１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信
号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）を出力する。
【０１３０】
　また、表示制御部１０４は、画素５３４について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ＋１）
＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ
（Ｘ－１、Ｙ＋１）を出力し、画素５３５について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ＋１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
＋１）を出力する。
【０１３１】
　さらに、表示制御部１０４は、画素５３６について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ＋２）＝
Ｉｎ（Ｘ、Ｙ＋２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、
Ｙ＋２）を出力する。
　このケースにおいては、画素５３３が表示部１１０の右上端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
【０１３２】
　（３）図３８に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５５４、５５５及び５５６が連続して配置されており、また、画素
５５４において前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５５４の垂直方向、上側
に、画素５５２及び５５１が隣接している。また、画素５５５の垂直方向、上側に、画素
５５３が隣接している。ここで、画素５５４に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５５１～５５３、５５５及び５５６に輝度を分散する。
【０１３３】
　図３８に示すように、表示制御部１０４は、画素５５４について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５５４
の水平位置及び垂直位置を示す。また、表示制御部１０４は、画素５５５について、駆動
信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算
出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）を出力し、画素５５６について、駆動信号Ｏｕｔ（
Ｘ＋２、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋２、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信
号Ｏｕｔ（Ｘ＋２、Ｙ）を出力する。
【０１３４】
　また、表示制御部１０４は、画素５５２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉ
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ｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
－１）を出力し、画素５５３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ－１）＝Ｉｎ（Ｘ＋
１、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ
－１）を出力する。
【０１３５】
　さらに、表示制御部１０４は、画素５５１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－２）＝
Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、
Ｙ－２）を出力する。
　このケースにおいては、画素５５４が表示部１１０の左下端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
【０１３６】
　（４）図３９に示すように、表示部１１０に表示すべき１個のフレーム画像内の１個の
水平ライン上に、画素５７４、５７５及び５７６が連続して配置されており、また、画素
５７６において前記水平ラインに交差する垂直ライン上に、画素５７６の垂直方向、上側
に、画素５７１及び５７３が隣接している。また、画素５７５の垂直方向、上側に、画素
５７２が隣接している。ここで、画素５７６に対応する有機ＥＬ素子が、劣化検出対象で
あるとする。このとき、画素５７１～５７５に輝度を分散する。
【０１３７】
　図３９に示すように、表示制御部１０４は、画素５７６について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
、Ｙ）＝Ｖを出力する。ここでは、Ｘ及びＹは、それぞれ、画像フレーム上の画素５７６
の水平位置及び垂直位置を示す。また、表示制御部１０４は、画素５７４について、駆動
信号Ｏｕｔ（Ｘ－２、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ－２、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算
出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－２、Ｙ）を出力し、画素５７５について、駆動信号Ｏｕｔ（
Ｘ－１、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信
号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ）を出力する。
【０１３８】
　また、表示制御部１０４は、画素５７２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ－１、Ｙ－１）
＝Ｉｎ（Ｘ－１、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ
（Ｘ－１、Ｙ－１）を出力し、画素５７３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－１）＝Ｉ
ｎ（Ｘ、Ｙ－１）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ
－１）を出力する。
【０１３９】
　さらに、表示制御部１０４は、画素５７１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ－２）＝
Ｉｎ（Ｘ、Ｙ－２）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／５を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、
Ｙ－２）を出力する。
　このケースにおいては、画素５７６が表示部１１０の右下端の画素部に対応して配置さ
れている場合に有効である。
４．実施の形態４
　本発明の別の実施の形態について説明する。
４．１　画像表示システム１ｄ
　ここでは、本発明の別の実施の形態としての画像表示システム１ｄ（図示していない）
について説明する。
【０１４０】
　画像表示システム１ｄは、上記の各実施の形態の画像表示システムと類似の構成を有し
ており、画像表示システム１ｄは、有機ＥＬ表示装置２及び録画再生装置３から構成され
ている。
　ここでは、時間的に連続して再生されるべき１個の対象フレーム画像及び１個又は複数
の周辺フレーム画像（言い換えると、近傍フレーム画像）に関して、劣化検出の対象であ
る対象有機ＥＬ素子について、対象フレーム画像内でその対象有機ＥＬ素子に対応する対
象画素を補正輝度値により発光させ、対象フレーム画像に時間的に後続して再生されるべ
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き１個又は複数の周辺フレーム画像において、対象画素に対応する位置の周辺画素に、輝
度を分散する。
【０１４１】
　言い換えると、劣化検出対象である対象発光素子の原輝度値に対する補正輝度値の差分
を相殺する輝度値を、前記対象発光素子に相当する対象画素が属するフレーム画像と再生
時間軸上に並ぶフレーム画像における対応画素若しくはその周辺画素に分散する。
　なお、対象フレーム画像とは、当該対象フレーム画像内でその対象有機ＥＬ素子に対応
する対象画素を含むものを言い、当該対象画素は、対象有機ＥＬ素子の補正輝度値により
輝度が補正される。対象フレーム画像内の対象画素の周辺には、周辺画素が含まれる場合
もある。また、周辺フレーム画像とは、対象フレーム画像に時間的に後続して再生される
べきフレーム画像であって、対象画素に対応する周辺画素を含むものを言い、当該周辺画
素に輝度が分散される。
【０１４２】
　図４０に示すように、時間的に連続して再生されるべき第１～第５フレーム画像のそれ
ぞれにおいて、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子に対応する位置の画素３７１、３
７２、３７３、３７４及び３７５が存在するものとする。
　表示制御部１０４は、第３フレーム画像内の画素３７３を補正輝度値により発光させる
。つまり、表示制御部１０４は、画素３７３について、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ、Ｘ、Ｙ）＝
Ｖを出力する。ここでは、ｔは、第３フレーム画像を表示すべき時刻を示し、Ｘ及びＹは
、それぞれ、第３フレーム画像内における画素３７３の水平位置及び垂直位置を示す。画
素３７３は、対象画素であり、第３フレーム画像は、対象フレームである。
【０１４３】
　また、表示制御部１０４は、第３フレーム画像に時間的に後続して再生されるべき第４
フレーム画像内の画素３７４に、輝度を分散する。つまり、表示制御部１０４は、画素３
７４について、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ＋１、Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ＋１、Ｘ、Ｙ）－（Ｖ－Ｉ
ｎ（ＣＸ、ＣＹ））を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ＋１、Ｘ、Ｙ）を出力する。ここで、
ＣＸ、ＣＹは、第３フレーム画像内における画素３７３の水平位置及び垂直位置を示す。
【０１４４】
　なお、第１、第２及び第５フレーム画像については、輝度の補正をしないので、表示制
御部１０４は、第１フレーム画像の画素３７１について、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－２、Ｘ、
Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ－２、Ｘ、Ｙ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－２、Ｘ、Ｙ）を出力し、
第２フレーム画像の画素３７２について、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－１、Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ
－１、Ｘ、Ｙ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－１、Ｘ、Ｙ）を出力し、第５フレーム画
像の画素３７５について、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ＋２、Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ＋２、Ｘ、Ｙ）
を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ＋２、Ｘ、Ｙ）を出力する。
【０１４５】
　次に、表示制御部１０４の動作について、図４１に示すフローチャートを用いて説明す
る。
　表示制御部１０４は、水平ライン番号ＣＹ、補正画素位置ＣＸ及び補正輝度値Ｖを読み
出し（ステップＳ４０１）、フラグｔｆｌｇを「１」に設定し（ステップＳ４０２ａ）、
次に、表示部１１０に対して、補正駆動処理を行う（ステップＳ４０３ａ）。
【０１４６】
　次に、ステップＳ４０３ａの補正駆動処理の詳細について、図４２～図４４に示す状態
遷移図を用いて説明する。
　表示制御部１０４は、ＶＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＶＳＹＮＣイベント
は、上述したように、垂直同期の動作を開始することを示すイベントである。ＶＳＹＮＣ
イベントが発行されたとき、フラグｔｆｌｇ＞０以外であれば（ステップＳ４７２）、表
示制御部１０４は、継続してＶＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＶＳＹＮＣイベ
ントが発行されたとき、フラグｔｆｌｇ＞０であれば（ステップＳ４７１）、変数Ｙを「
１」に設定し（ステップＳ４７４）、フラグｔｆｌｇに「１」を加算し（ステップＳ４７
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５）、フラグｔｆｌｇ＜４かどうかを判断し（ステップＳ４７６）、フラグｔｆｌｇ＜４
でなければ（ステップＳ４７６でＮＯ）、フラグｔｆｌｇを「０」に設定する（ステップ
Ｓ４７７）。フラグｔｆｌｇ＜４であれば（ステップＳ４７６でＹＥＳ）、何もしない。
次に、表示制御部１０４は、ＶＳＹＮＣイベントの発行待ちに移行する（ステップＳ４７
３）。
【０１４７】
　また、表示制御部１０４は、ＨＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＨＳＹＮＣイ
ベントは、上述したように、水平同期の動作を開始することを示すイベントである。ＨＳ
ＹＮＣイベントが発行されたとき、フラグｔｆｌｇ＞０以外であれば（ステップＳ４８２
）、表示制御部１０４は、継続してＨＳＹＮＣイベントが発行されるのを待つ。ＨＳＹＮ
Ｃイベントが発行されたとき、フラグｔｆｌｇ＞０であれば（ステップＳ４８１）、変数
Ｘを「１」に設定し（ステップＳ４８４）、変数Ｙに「１」を加算する（ステップＳ４８
５）。次に、ＨＳＹＮＣイベントの発行待ちに移行する（ステップＳ４８３）。
【０１４８】
　さらに、表示制御部１０４は、ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されるのを待つ。ここ
で、ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントは、上述したように、各画素の表示の動作を開始すること
を示すイベントである。ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されたとき、フラグｔｆｌｇ＞
０以外であれば（ステップＳ４９２）、表示制御部１０４は、継続してＤｏｔＣｌｏｃｋ
イベントが発行されるのを待つ。ＤｏｔＣｌｏｃｋイベントが発行されたとき、フラグｔ
ｆｌｇ＞０であれば（ステップＳ４９１）、「ＣＹ＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」であるか否かを
判断し（ステップＳ４９４）、「ＣＹ＝Ｙ、かつＣＸ＝Ｘ」である場合に（ステップＳ４
９４でＹＥＳ）、ｔｆｌｇ＝２であるか否かを判断し（ステップＳ４９５）、ｔｆｌｇ＝
２でない場合（ステップＳ４９５でＮＯ）、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）
－（Ｖ－ＩｎＣ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステップＳ４９６）
。
【０１４９】
　ｔｆｌｇ＝２である場合（ステップＳ４９５でＹＥＳ）、表示制御部１０４は、駆動信
号Ｏｕｔ＝Ｖを出力し（ステップＳ４９７）、ＩｎＣ＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）を取得し記憶する
（ステップＳ４９８）。
　「ＣＹ＝Ｙ、かつ、ＣＸ＝Ｘ」でない場合（ステップＳ４９４でＮＯ）、表示制御部１
０４は、駆動信号Ｏｕｔ＝Ｉｎ（Ｘ、Ｙ）を出力する（ステップＳ４９９）。
【０１５０】
　次に、表示制御部１０４は、Ｘに「１」を加算し（ステップＳ５００）、ＤｏｔＣｌｏ
ｃｋイベントの発行待ちに移行する（ステップＳ４９３）。
　以上説明したように、画像表示システム１ｄの有機ＥＬ表示装置２は、劣化検出の対象
である対象有機ＥＬ素子について、時間的に連続して再生すべき複数のフレーム画像のう
ち、時間的に後に再生されるフレーム画像内の有機ＥＬ素子に対応する画素に、輝度を分
散する。
４．２　変形例（８）
　実施の形態４の画像表示システム１ｄの変形例について、実施の形態４と異なる点を中
心として説明する。
【０１５１】
　図４５に示すように、時間的に連続して再生されるべき第１～第５フレーム画像のそれ
ぞれにおいて、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子に対応する位置の画素３７１ａ、
３７２ａ、３７３ａ、３７４ａ及び３７５ａが存在するものとする。
　表示制御部１０４は、第３フレーム画像内の画素３７３ａを補正輝度値により発光させ
る。つまり、表示制御部１０４は、画素３７３ａについて、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ、Ｘ、Ｙ
）＝Ｖを出力する。
【０１５２】
　また、表示制御部１０４は、第３フレーム画像に時間的に後続して再生されるべき第４
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フレーム画像内及び第５フレーム画像像内の画素３７４ａ及び３７５ａに、輝度を分散す
る。つまり、表示制御部１０４は、画素３７４ａについて、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ＋１、Ｘ
、Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ＋１、Ｘ、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信号
Ｏｕｔ（ｔ＋１、Ｘ、Ｙ）を出力し、画素３７５ａについて、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ＋２、
Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ＋２、Ｘ、Ｙ）－（Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ、ＣＹ））／２を算出し、駆動信
号Ｏｕｔ（ｔ＋２、Ｘ、Ｙ）を出力する。
【０１５３】
　なお、第１及び第２フレーム画像については、輝度の補正をしないので、表示制御部１
０４は、第１フレーム画像の画素３７１ａについて、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－２、Ｘ、Ｙ）
＝Ｉｎ（ｔ－２、Ｘ、Ｙ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－２、Ｘ、Ｙ）を出力し、第２
フレーム画像の画素３７２ａについて、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－１、Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ（ｔ－
１、Ｘ、Ｙ）を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（ｔ－１、Ｘ、Ｙ）を出力する。
４．３　変形例（９）
　実施の形態４の画像表示システム１ｄの変形例について説明する。
【０１５４】
　ここでは、上記における輝度の分散に加えて、さらに、対象フレーム画像内で、対象画
素の周辺画素、及び、各周辺フレーム画像において、対象画素に対応する位置の画素の周
辺画素に、輝度を分散する。
　図４６～図４８に示すように、第１～第３フレーム画像４００ａ、ｂ、ｃは、時間的に
連続して再生されるべきものであり、第１フレーム画像４００ａは、行列状に配された合
計９個の画素４０１～４０９を含み、第２フレーム画像４００ｂは、行列状に配された合
計９個の画素４１１～４１９を含み、第３フレーム画像４００ｃは、行列状に配された合
計９個の画素４２１～４２９を含む。
【０１５５】
　表示制御部１０４は、図４６に示すように、第１フレーム画像４００ａ内の各画素につ
いて、次の式に従って、駆動信号Ｏｕｔを算出して出力する。
　画素４０１について、Out(t,x-1,y-1)=In(t,x-1,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４０４について、Out(t,x-1,y) = In(t,x-1,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４０７について、Out(t,x-1,y+1)=In(t,x-1,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
【０１５６】
　画素４０２について、Out(t,x,y-1) = In(t,x,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４０５について、Out(t,x,y) = V。
　画素４０８について、Out(t,x,y+1) = In(t,x,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26
　画素４０３について、Out(t,x+1,y-1)=In(t,x+1,y-1) -(V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４０６について、Out(t,x+1,y) = In(t,x+1,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
【０１５７】
　画素４０９について、Out(t,x+1,y+1)=In(t,x+1,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　また、表示制御部１０４は、図４７に示すように、第２フレーム画像４００ｂ内の各画
素について、次の式に従って、駆動信号Ｏｕｔを算出して出力する。
　画素４１１について、Out(t+1,x-1,y-1)=In(t+1,x-1,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４１４について、Out(t+1,x-1,y)=In(t+1,x-1,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
【０１５８】
　画素４１７について、Out(t+1,x-1,y+1)=In(t+1,x-1,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４１２について、Out(t+1,x,y-1)=In(t+1,x,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４１５について、Out(t+1,x,y) = In(t+1,x,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４１８について、Out(t+1,x,y+1)=In(t+1,x,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４１３について、Out(t+1,x+1,y-1)=In(t+1,x+1,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
【０１５９】
　画素４１６について、Out(t+1,x+1,y)=In(t+1,x+1,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４１９について、Out(t+1,x+1,y+1)=In(t+1,x+1,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
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　さらに、表示制御部１０４は、図４８に示すように、第３フレーム画像４００ｃ内の各
画素について、次の式に従って、駆動信号Ｏｕｔを算出して出力する。
　画素４２１について、Out(t+2,x-1,y-1)=In(t+2,x-1,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
【０１６０】
　画素４２４について、Out(t+2,x-1,y)=In(t+2,x-1,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４２７について、Out(t+2,x-1,y+1)=In(t+2,x-1,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４２２について、Out(t+2,x,y-1)=In(t+2,x,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４２５について、Out(t+2,x,y) = In(t+2,x,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４２８について、Out(t+2,x,y+1)=In(t+2,x,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
【０１６１】
　画素４２３について、Out(t+2,x+1,y-1)=In(t+2,x+1,y-1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４２６について、Out(t+2,x+1,y)=In(t+2,x+1,y) - (V - In(Cx,Cy))/26。
　画素４２９について、Out(t+2,x+1,y+1)=In(t+2,x+1,y+1) - (V - In(Cx,Cy))/26。
４．４　その他の変形例
　上記において、時間的に連続して再生されるべき１個の対象フレーム画像及び当該対象
フレーム画像に後続して再生されるべき１個又は複数の周辺フレーム画像に関して、劣化
検出の対象である対象有機ＥＬ素子について、対象フレーム画像内でその対象有機ＥＬ素
子に対応する対象画素を補正輝度値により発光させ、対象フレーム画像に時間的に後続し
て再生されるべき１個又は複数の周辺フレーム画像において、対象画素に対応する位置の
周辺画素に、輝度を分散している。しかし、これには限定されない。
【０１６２】
　例えば、時間的に連続して再生されるべき第１、第２、第３、第４及び第５のフレーム
画像が存在し、第１～第５のフレーム画像をメモリに記憶しておくことにより、第１、第
２、第３、第４及び第５のフレーム画像について、第１及び第２のフレーム画像を周辺フ
レーム画像とし、第３フレーム画像を対象フレーム画像とし、第４及び第５のフレーム画
像を周辺フレーム画像とすることができる。
【０１６３】
　具体的には、劣化検出の対象である対象有機ＥＬ素子について、対象フレーム画像であ
る第３のフレーム画像内でその対象有機ＥＬ素子に対応する対象画素の輝度を、補正輝度
値に、メモリ上において、変更して書き込む。また、第１、第２、第４及び第５の周辺フ
レーム画像のそれぞれにおいて、対象画素に対応する位置の周辺画素に、輝度を分散させ
るように、メモリ上において、輝度を変更して書き込む。
【０１６４】
　その後、メモリに記憶されている第１～第５のフレーム画像をこの順序で読み出し、各
フレーム画像の各画素を表示するように制御する。
　このようにすれば、対象フレーム画像の前後に再生されるべき周辺フレーム画像に、輝
度を分散させることができる。
５．実施の形態５
　本発明の別の実施の形態について説明する。
５．１　画像表示システム１ｅ
　ここでは、本発明の別の実施の形態としての画像表示システム１ｅ（図示していない）
について説明する。
【０１６５】
　画像表示システム１ｅは、上記の各実施の形態の画像表示システムと類似の構成を有し
ており、画像表示システム１ｅは、有機ＥＬ表示装置２及び録画再生装置３から構成され
ている。
　実施の形態５では、表示部１１０に表示すべきフレーム画像内の１個の水平ラインにつ
いて、隣接する２個の有機ＥＬ素子が劣化検出の対象であり、２個の対象有機ＥＬ素子に
関して、当該水平ライン内において、その隣接する２個の対象有機ＥＬ素子の水平方向の
前後に配置される有機ＥＬ素子に対応する周辺画素に、輝度を分散している。
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【０１６６】
　図４９に示すように、表示部１１０に表示すべきフレーム画像内の１個の水平ラインに
おいて、６個の画素６０１、６０２、６０３、６０４、６０５及び６０６がこの順序で隣
接して配列されている。
　ここで、画素６０３及び６０４にそれぞれ対応する２個の有機ＥＬ素子が、劣化検出対
象であるとする。
【０１６７】
　この場合において、対象有機ＥＬ素子についての補正輝度値による補正の対象となる対
象画素の水平方向、両隣りの２個の周辺画素について、輝度を分散するものとする。
　表示制御部１０４は、画素６０３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２、Ｙ）＝Ｖを算出
し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２、Ｙ）を出力し、画素６０４について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
＋３、Ｙ）＝Ｖを算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋３、Ｙ）を出力する。
【０１６８】
　また、表示制御部１０４は、画素６０２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉ
ｎ（Ｘ＋１、Ｙ）－（２Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ１、ＣＹ１）－Ｉｎ（ＣＸ２、ＣＹ２））／２を
算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）を出力し、画素６０５について、駆動信号Ｏｕｔ
（Ｘ＋４、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋４、Ｙ）－（２Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ１、ＣＹ１）－Ｉｎ（ＣＸ２
、ＣＹ２））／２を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋４、Ｙ）を出力する。
【０１６９】
　さらに、表示制御部１０４は、画素６０１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ
（Ｘ、Ｙ）を出力し、画素６０６について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋５、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋
５、Ｙ）を出力する。つまり、画素６０１及び６０６については、輝度を補正しない。
　ここで、Ｘ及びＹは、それぞれ、画素６０１の水平位置及び垂直位置を示す。また、Ｃ
Ｘ１及びＣＹ１は、それぞれ、対象有機ＥＬ素子に対応する画素６０３の水平位置及び垂
直位置を示し、ＣＸ２及びＣＹ２は、それぞれ、対象有機ＥＬ素子に対応する画素６０４
の水平位置及び垂直位置を示す。
５．２　変形例（１０）
　実施の形態５の画像表示システム１ｅの変形例について説明する。
【０１７０】
　ここでは、表示部１１０が有し、劣化検出の対象である２個の対象有機ＥＬ素子が、そ
の間に、検出対象でない１個の有機ＥＬ素子を挟んで、同一の水平ライン上に配されてい
る場合に関する。
　図５０に示すように、表示部１１０に表示すべきフレーム画像内の１個の水平ラインに
おいて、７個の画素６２１、６２２、６２３、６２４、６２５、６２６及び６２７がこの
順序で隣接して配列されている。
【０１７１】
　ここで、画素６２３及び６２５にそれぞれ対応する２個の有機ＥＬ素子が、劣化検出対
象であるとする。
　この場合において、各対象有機ＥＬ素子についての補正輝度値による補正の対象となる
対象画素の水平方向、両隣りの２個の周辺画素及び２個の対象画素に挟まれた周辺画素に
ついて、輝度の分散がされるものとする。
【０１７２】
　表示制御部１０４は、画素６２３に対応する有機ＥＬ素子について、補正輝度値Ｖを取
得し、画素６２５に対応する有機ＥＬ素子について、補正輝度値Ｖを取得するものとする
。
　表示制御部１０４は、画素６２３について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２、Ｙ）＝Ｖを算出
し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋２、Ｙ）を出力し、画素６２５について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ
＋４、Ｙ）＝Ｖを算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋４、Ｙ）を出力する。
【０１７３】
　また、表示制御部１０４は、画素６２２について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）＝Ｉ
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ｎ（Ｘ＋１、Ｙ）－（２Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ１、ＣＹ１）－Ｉｎ（ＣＸ２、ＣＹ２））／３を
算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋１、Ｙ）を出力し、画素６２４について、駆動信号Ｏｕｔ
（Ｘ＋３、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋３、Ｙ）－（２Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ１、ＣＹ１）－Ｉｎ（ＣＸ２
、ＣＹ２））／３を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋３、Ｙ）を出力し、画素６２６につい
て、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋５、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋５、Ｙ）－（２Ｖ－Ｉｎ（ＣＸ１、ＣＹ
１）－Ｉｎ（ＣＸ２、ＣＹ２））／３を算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋５、Ｙ）を出力す
る。
【０１７４】
　さらに、表示制御部１０４は、画素６２１について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ、Ｙ）＝Ｉｎ
（Ｘ、Ｙ）を出力し、画素６２７について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｘ＋６、Ｙ）＝Ｉｎ（Ｘ＋
６、Ｙ）を出力する。つまり、画素６２１及び６２７については、輝度を補正しない。
　ここで、Ｘ及びＹは、それぞれ、画素６２１の水平位置及び垂直位置を示す。また、Ｃ
Ｘ１及びＣＹ１は、それぞれ、対象有機ＥＬ素子に対応する画素６２３の水平位置及び垂
直位置を示し、ＣＸ２及びＣＹ２は、それぞれ、対象有機ＥＬ素子に対応する画素６２５
の水平位置及び垂直位置を示す。
【０１７５】
　以上説明した方法は、表示部１１０に表示すべきフレーム画像内の１個の垂直ラインに
ついて、劣化検出の対象である２個の有機ＥＬ素子が、その間に、劣化検出の対象でない
１個の有機ＥＬ素子を挟んで、同一の垂直ライン上に配されている場合において、同様に
適用できる。
６．その他の変形例
　本発明を上記の各実施の形態及び各変形例に基づいて説明してきたが、本発明は、上記
の各実施の形態及び各変形例に限定されないのはもちろんである。以下のような場合も本
発明に含まれる。
【０１７６】
　（１）上記の各実施の形態及び各変形例をカラー表示を行う有機ＥＬ表示装置に適用し
てもよい。この場合に、表示部１１０は、赤色（Ｒ）を表示するＲ画素部、緑色（Ｇ）を
表示するＧ画素部、及び青色（Ｂ）を表示するＢ画素部のセットが繰り返し配列されて構
成されているものとする。
　この場合において、各実施の形態及び各変形例において説明した各画素部は、Ｒ画素部
、Ｇ画素部及びＢ画素部のセットに対応していると考えればよい。
【０１７７】
　上記実施の形態１を適用する場合について説明すると、表示制御部１０４は、１個のセ
ットのＲ画素部に対応する有機ＥＬ素子が劣化検出の対象である場合に、当該対象セット
に含まれる有機ＥＬ素子に対して、補正輝度値Ｖを算出し、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ）＝Ｖを
出力する。
　また、表示制御部１０４は、当該対象セットの水平方向、前側に隣接する周辺セットに
つき、周辺セットのＲ画素部について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ－１）＝Ｉｎ（Ｃ－１）－（
（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２を算出して、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ－１）を出力する。
【０１７８】
　さらに、表示制御部１０４は、当該対象セットの水平方向、後側に隣接する周辺セット
につき、周辺セットのＲ画素部について、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ＋１）＝Ｉｎ（Ｃ＋１）－
（（Ｖ－Ｉｎ（Ｃ））／２を算出して、駆動信号Ｏｕｔ（Ｃ＋１）を出力する。
　ここで、Ｃは、対象セットの水平位置を示す。
　その他の実施の形態及び変形例についても同様に、カラー表示を行う有機ＥＬ表示装置
に適用できる。
【０１７９】
　（２）上記の各実施の形態及び各変形例では、劣化検出の対象となる有機ＥＬ素子に対
応する画素について、輝度補正をしているが、この輝度補正の目的には、限定されない。
　表示部１１０に表示すべきフレーム画像のうち、特定の画素を特定の輝度で光らせつつ



(36) JP 5302915 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

、その画素が目立たないようにしたい場合に、上記の各実施の形態及び各変形例を適用し
てもよい。
【０１８０】
　例えば、有機ＥＬ素子の劣化の程度は、素子毎に異なるので、劣化の程度を均一にする
めために、劣化の程度が低い有機ＥＬ素子に対して、特定の輝度により光らせる場合であ
る。この場合、当該劣化に係る有機ＥＬ素子に対応する画素が、他の画素と比較して目立
たないようにすることができる。
　（３）表示部１１０に表示すべきフレーム画像を構成する１個の画素の輝度値が、当該
画素に対応する補正輝度値に近い場合に、このような画素を検出し、検出された当該画素
について、輝度補正をし、当該画素の周辺画素について、輝度分散をしてもよい。また、
当該画素の周辺画素について、輝度分散をしなくてもよい。この場合には、各画素の輝度
値が、補正輝度値に近いので、より、当該画素が目立たなくなる。
【０１８１】
　（４）例えば、実施の形態１では、図１３に示すように、輝度値の補正前の周辺画素３
０１の輝度値、対象画素３０２の輝度値及び周辺画素３０３の輝度値の補正前合計値は、
補正後の周辺画素３０１の輝度値、対象画素３０２の輝度値及び周辺画素３０３の輝度正
後合計値に等しくなるようにしている。また、その他の実施の形態及び変形例においての
補も同様である。
【０１８２】
　しかし、この例には、限定されない。補正前合計値と補正後合計値との差分が、所定の
閾値以内であるとしてもよい。前記差分が、例えば、補正前合計値の１０％以内であるよ
うにしてもよい。この差分が小さければ、補正すべき画素を目立たなくすることができる
。
　（５）以上説明した表示装置は、例えば、テレビジョン、デジタルカメラ、ビデオカメ
ラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話などの電器機器に適用することができる
。これらの装置は、これらの装置に入力された映像信号、又はこれらの装置内で生成され
た映像信号を、画像又は映像として表示する表示部を備えている。
【０１８３】
　（６）一実施態様は、複数の発光素子からなる有機ＥＬ表示デバイスに対して、発光素
子の劣化検出を制御する劣化検出制御装置であって、劣化検出の対象となる発光素子に対
する検出用輝度信号を取得する取得手段と、対象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝
度信号の輝度差を相殺する輝度値を、前記対象発光素子に相当する対象画素の周辺画素及
び／又は前記対象画素が属するフレーム画像と再生時間軸上に近接して並ぶフレーム画像
における対応画素若しくはその周辺画素に分散する分散手段と、対象画素に対して検出用
輝度信号を、周辺画素及び対応画素に対して分散手段によって分散処理された後の輝度信
号を出力する出力手段とを備えることを特徴とする。
【０１８４】
　また、他の実施態様は、有機ＥＬ表示装置であって、複数の発光素子からなる表示手段
と、劣化検出の対象となる発光素子に対する検出用輝度信号を取得する取得手段と、対象
発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信号の輝度差を相殺する輝度値を、前記対象発
光素子に相当する対象画素の周辺画素及び／又は前記対象画素が属するフレーム画像と再
生時間軸上に近接して並ぶフレーム画像における対応画素若しくはその周辺画素に分散す
る分散手段と、対象画素に相当する発光素子に対して検出用輝度信号を、周辺画素及び対
応画素に相当する発光素子に対して分散手段によって分散処理された後の輝度信号を出力
する出力手段とを備えることを特徴とする。
【０１８５】
　これらの構成によると、前記対象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信号の輝度
差を相殺する輝度値を、対象画素の周辺画素及び対応画素に分散するので、対象画素を他
の画素と比較して目立つことがないようにできるという効果がある。特に、当該装置の電
源投入直後などに、有機ＥＬ素子の劣化検出を行う場合、劣化検出の期間中、表示装置を
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落ち着いた色調で発光させるため、例えば、表示装置に灰色表示するときに、効果がある
。
【０１８６】
　ここで、前記分散手段は、対象画素、周辺画素及び対応画素の原輝度信号が示す輝度値
の合計が、検出用輝度信号及び分散処理された後の輝度信号が示す輝度値の合計と略等し
くなるように、周辺画素及び対応画素の輝度信号を生成するように構成してもよい。
　この構成によると、対象画素、周辺画素及び対応画素の原輝度信号が示す輝度値の合計
が、検出用輝度信号及び分散処理された後の輝度信号が示す輝度値の合計と略等しくなる
ように、各画素に対する輝度信号を生成して出力するので、対象画素、周辺画素及び対応
画素を含む部分において、分散処理の前後を通じて合計輝度値が変わらず、対象画素が他
の画素と比較して目立つことはない。
【０１８７】
　ここで、前記分散手段は、前記対象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信号の輝
度差を相殺する輝度値を、前記対象画素が属するフレーム画像内において、前記対象画素
の水平方向周辺、垂直方向周辺、又は水平方向及び垂直方向周辺に配置された前記周辺画
素に分散するとしてもよい。
　この構成によると、対象画素の水平方向近傍、垂直方向近傍、又は水平方向及び垂直方
向近傍に配置された前記周辺画素に分散するので、静止画像が表示される場合において、
対象画素が他の画素と比較して目立つことはない。
【０１８８】
　ここで、前記分散手段は、前記対象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信号の輝
度差を相殺する輝度値を、前記対象画素が属するフレーム画像の再生時間軸上の後のフレ
ーム画像内において、前記対象画素に相応する対応画素及びその周辺画素に分散するとし
てもよい。
　この構成によると、対象画素を含むフレーム画像の再生時間軸における後のフレーム画
像内において、前記対象画素に相応する対応画素及びその周辺画素に分散するので、動画
像が表示される場合において、対象画素が他の画素と比較して目立つことはない。
【０１８９】
　ここで、前記分散手段は、前記対象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信号の輝
度差を相殺する輝度値を、前記対象画素が属するフレーム画像内において、前記対象画素
の水平方向及び垂直方向周辺に配置された前記周辺画素、及び前記対象画素が属するフレ
ーム画像の再生時間軸上の後のフレーム画像内において、前記対象画素に相応する対応画
素及びその水平方向及び垂直方向周辺に配置された前記周辺画素に分散してもよい。
【０１９０】
　ここで、前記分散手段は、前記検出用輝度信号と前記対象画素の原輝度信号との輝度差
を、分散対象である周辺画素及び対応画素の合計数で除し、得られた値を各周辺画素及び
対応画素の原輝度信号の輝度値から差し引くことにより、当該周辺画素及び対応画素に対
する輝度信号を生成してもよい。
　ここで、前記有機ＥＬ表示装置は、当該装置の電源の投入を検出したとき、一定時間を
経過する毎に、劣化検出動作の指示を受けたとき、又は再生すべき映像信号から特定の映
像信号を検出したときに、前記取得手段、分散手段及び出力手段に対して、検出用輝度信
号の取得、輝度の分散及び各画素への輝度信号の出力をするように制御してもよい。
【０１９１】
　また、別の態様は、複数の発光素子からなる有機ＥＬ表示デバイスに対して、発光素子
の劣化の検出を制御する劣化検出制御装置において用いられる劣化検出制御方法であって
、劣化検出の対象となる発光素子に対する検出用輝度信号を取得する取得ステップと、対
象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信号の輝度差を相殺する輝度値を、前記対象
発光素子に相当する対象画素の周辺画素及び／又は前記対象画素が属するフレーム画像と
再生時間軸上に近接して並ぶフレーム画像における対応画素若しくはその周辺画素に分散
する分散ステップと、対象画素に対して検出用輝度信号を、周辺画素及び対応画素に対し
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て分散手段によって分散処理された後の輝度信号を出力する出力ステップとを含むことを
特徴とする。
【０１９２】
　また、別の態様は、複数の発光素子からなる有機ＥＬ表示デバイスに対して、発光素子
の劣化の検出を制御するコンピュータにおいて用いられる劣化検出制御用のコンピュータ
プログラムであって、前記コンピュータに、劣化検出の対象となる発光素子に対する検出
用輝度信号を取得する取得ステップと、対象発光素子の原輝度信号に対する検出用輝度信
号の輝度差を相殺する輝度値を、前記対象発光素子に相当する対象画素の周辺画素及び／
又は前記対象画素が属するフレーム画像と再生時間軸上に近接して並ぶフレーム画像にお
ける対応画素若しくはその周辺画素に分散する分散ステップと、対象画素に対して検出用
輝度信号を、周辺画素及び対応画素に対して分散手段によって分散処理された後の輝度信
号を出力する出力ステップとを実行させるためのコンピュータプログラムである。
【０１９３】
　（７）上記の装置は、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成
されるコンピュータシステムを含んでいる。前記ＲＡＭには、コンピュータプログラムが
記憶されている。前記マイクロプロセッサが、前記コンピュータプログラムに従って動作
することにより、各装置は、その機能を達成する。ここで、コンピュータプログラムは、
所定の機能を達成するために、コンピュータに対する指令を示す命令コードが複数個組み
合わされて構成されたものである。
【０１９４】
　（８）本発明は、上記に示す方法であるとしてもよい。また、これらの方法をコンピュ
ータにより実現するコンピュータプログラムであるとしてもよいし、前記コンピュータプ
ログラムからなるデジタル信号であるとしてもよい。
　また、本発明は、前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号をコンピュータ読
み取り可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ―ＲＯＭ
、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）
、半導体メモリなど、に記録したものとしてもよい。また、これらの記録媒体に記録され
ている前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号であるとしてもよい。
【０１９５】
　また、本発明は、前記コンピュータプログラム又は前記デジタル信号を、電気通信回線
、無線又は有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク、データ放送等を経
由して伝送するものとしてもよい。
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリとを備えたコンピュータシステムであっ
て、前記メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、前記マイクロプロセッ
サは、前記コンピュータプログラムに従って動作するとしてもよい。
【０１９６】
　また、前記プログラム又は前記デジタル信号を前記記録媒体に記録して移送することに
より、又は前記プログラム又は前記デジタル信号を前記ネットワーク等を経由して移送す
ることにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい。
　（９）上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１９７】
　本発明を構成する各装置は、電器機器製造産業において、経営的に、また継続的及び反
復的に、製造し、販売することができる。また、各装置は、映像信号を画像又は映像とし
て表示して利用するあらゆる産業分野において、経営的に、また継続的及び反復的に、使
用することができる。
【符号の説明】
【０１９８】
　　　　１　　画像表示システム
　　　　２　　有機ＥＬ表示装置
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　　　　３　　録画再生装置
　　１０１　　入出力部
　　１０２　　制御部
　　１０３　　フレーム画像記憶部
　　１０４　　表示制御部
　　１０６　　マルチプレクサ
　　１０７　　電圧検出回路
　　１０８　　データ線駆動回路
　　１０９　　走査線駆動回路
　　１１０　　表示部
　　１１１　　特性パラメタ記憶部
　　１１２　　駆動回路

【図１】 【図２】
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